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簡易操作説明

L00-FMR250xx-19-00-00-en-520

! 注意 ! 
本書では、 本レベル変換器の設置と 初の起動について説明し ます。 本書には、 典型的な測定作
業に必要な機能がすべて考慮されています。 さ らに、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M には、測定ポイ ン ト
の 適化、 測定値の変換などの、 本書に記載されていない他の多 く の機能が用意されています。

装置機能全体の概要については、 96 ページを参照し て く ださい。
BA291F " マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M 機能説明書 " には、 装置機能全体についての詳しい説明が記載
されています。
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全注意事項 

1.1 使用目的

マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR 245 は、 液体 / ペース ト / ス ラ ッ ジを非接触式で連続測定する ため
の、 コ ンパク ト なレーダレベル変換器です。 本装置は、 動作周波数が約 26 GHz、 大放射パルス
エネルギーが 1mW （平均出力 1 μW） なので、 閉鎖された金属製のタ ン ク の外側に自由に取 り
つける こ と ができ ます。 こ の作用は、 人および動物に対し て完全に無害です。

1.2 設置、 設定、 操作

マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M は、 現在の技術 / 安全 /EU の各規格に準拠し、 安全に動作する よ う に設
計されています。 ただし、 間違った設置、 または本来の用途以外の使用を行った場合は、 適用上
危険が生じ る可能性があ り ます （例えば、 不適切な設置 / 校正によ る測定物のオーバーフ ロー）。
このため、 本装置は、 本書の指示に従って設置、 接続、 操作、 保守する必要があ り ます。 この作
業は、 権限が付与され、 適切な資格を所有する者が行って く ださい。 本書を読んで理解し、 その
指示に従って く ださい。 本装置の変更または修理は、 本書に明示的に許可されている場合に限っ
て行 う こ と ができ ます。

1.3 操作上の安全性

1.3.1 防爆区域

危険環境で使用するための測定システムには、 本書の一部になる別冊の " 防爆マニュ アル " が付
属し ています。 この補足マニュ アルに述べられている指示および定格は、 厳密に遵守する必要が
あ り ます。
• 作業者は全員、 適切な資格を所有する よ う にし て く ださ い。
• 証明書の仕様と、 国家 / 地域の規格および規制を遵守し て く ださい。

1.3.2 連邦通信委員会 （FCC） の承認

本装置は、 FCC 規則のパー ト  15 に適合し ています。 運転動作には以下の 2 つの条件が課せられ
ます ： （1） 装置は、 有害な干渉を引き起こ し てはな ら ない、 （2） 装置は、 望まない動作を引き起
こす恐れのあ る干渉を含む、 あ らゆる受信干渉を容認し なければな ら ない。

" 警告 ! 
遵守する責任があ る者が明示的に許可さ れていない変更ま たは修正を行 う と、 装置を操作する
ユーザー権限が無効になる場合があ り ます。 
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1.4 安全に関する表記規則と シンボル

本書では、 安全関連または代替操作手順を強調する ために、 以下の表記規則を使用し ています。
各表記規則は、 余白に対応する シンボルで示されます。

安全に関する表記規則

#
危険！

「危険」 は、 適切に行わなければ人体の損傷、 安全性を損な う 原因、 または装置の破壊を

招 く 行為 / 手順を強調し ます

"
警告！

「警告」 は、 適切に行わなければ人体の損傷、 または装置の不正な動作を招 く 行為 / 手順

を強調し ます

!
注意！

「注意」 は、 適切に行わなければ動作に間接的に影響する、 または装置の意図し ない応答

を招 く 行為 / 手順を強調し ます

爆発防止

0
防爆認定装置
型式銘板にこ のシンボルが表示されている場合は、 装置を爆発区域に設置する こ と がで

き ます。

-
爆発区域
爆発区域を示すために図中で使用される シンボル。 “爆発区域” に指定された領域に配

置する装置、 およびその中に引き込む配線は、 防爆規定を受けている必要があ り ます。

.
安全区域（爆発の危険のない区域）
必要に応じ て、 非爆発区域を示すために図中で使用される シンボル。 安全な区域にあ る

装置も、 出力が爆発区域内に延びる場合は、 やは り 防爆認定が必要です。

電気シンボル

% 直流電圧
直流電流または電圧が印加 / 供給される端子

& 交流電圧
交流 （正弦波） 電流または電圧が印加 / 供給される端子

) アース端子
オペレータからみて、 すでに接地システムによ り 接地されている アース端子

* 保護用接地線接続
装置への他の接続を行 う 前に、 接地に接続する必要のあ る端子

+
等電位接続（アース結合）
プラ ン ト の接地システムに行 う 接続。 こ の接続は、 国家や会社の慣習に従って、 中性点

ス ター結線や等電位線などのタ イプにな り ます

接続ケーブルの温度耐性
接続ケーブルが少な く と も 85 ℃ の温度に耐え る必要があ る と い う 状態

t >85°C
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2 各部の名称

2.1 装置の表示

2.1.1 型式銘板

装置の型式銘板には、 以下の技術データが示されています ：

L00-FMR2xxxx-18-00-00-en-001

図 1 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M の型式銘板上の情報 （例）

2.1.2 型式

マイクロパイロット M FMR 245 の型式
10 認定：

A 非防爆

F 非防爆、 WHG

2 ATEX II 1/2 G Ex ia IIC T6、 XA、 セーフテ ィ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン（XA）（帯電に注意）

7 ATEX II 1/2 G Ex ia IIC T6、 WHG、 XA、 セーフテ ィ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン（XA）（帯電に注意）

5 ATEX II 1/2 G Ex d [ia] IIC T6、 XA、 セーフテ ィ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン（XA）（帯電に注意）

H ATEX II 1/2 G EEx ia IIC T6、 ATEX 3D、 XA、 セーフテ ィ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン（XA）（帯電に注意）

B ATEX II 1/2 G、 ATEX II 1/2 D、 XA、 アル ミ ニウ ムブラ イ ン ド カバー
ATEX II 1/2 G EEx ia IIC T6, セーフテ ィ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン（XA）（帯電に注意）

G ATEX II 3 G Ex nA II T6、 セーフテ ィ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン（XA）（帯電に注意）

S FM IS - Cl.I Div.1 Gr. A-D、 Zone 0, 1, 2

T FM XP - Cl.I Div.1 Group A-D、 Zone 1, 2

N CSA 一般仕様

U CSA IS - Cl.I Div.1 Group A-D、 Zone 0, 1, 2

V CSA XP - Cl.I Div.1 Group A-D、 Zone 1, 2

L TIIS Ex d [ia] IIC T4

D IECEx Zone 0/1、 Ex ia IIC T6、 XA、 セーフテ ィ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン（XA）（帯電に注意）

E IECEx Zone 0/1, Ex d（ia） IIC T6、 XA、 セーフテ ィ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン（XA）（帯電に注意）

I NEPSI Ex ia IIC T6

J NEPSI Ex d [ia] IIC T6

R NEPSI Ex nAL IIC T6

Y 特殊 , TSP 番号（要問合せ）

FMR 245- 仕様コー ド（パー ト  1）
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マイクロパイロット M FMR 245 の型式（続き）
20 アンテナ：

B 50mm、 -40 ～ 200 ℃

C 80mm、 -40 ～ 200 ℃

F 50mm、 -40 ～ 200 ℃、 ガス タ イ ト フ ィ ー ド スルー

G 80mm、 -40 ～ 200 ℃、 ガス タ イ ト フ ィ ー ド スルー

9 特殊 , TSP 番号（要問合せ）

30 プロセス接続：
CFK DN50 PN10/16、 PTFE>SUS 316L 相当 フ ラ ンジ EN1092-1（DIN2527）

CMK DN80 PN10/16、 PTFE>SUS 316L 相当 フ ラ ンジ EN1092-1（DIN2527）

CQK DN100 PN10/16、 PTFE>SUS 316L 相当 フ ラ ンジ EN1092-1（DIN2527）

CWK DN150 PN10/16、 PTFE>SUS 316L 相当 フ ラ ンジ EN1092-1（DIN2527）

AEK 2" 150lbs、 PTFE>SUS 316L 相当 フ ラ ンジ ANSI B16.5

ALK 3" 150lbs、 PTFE>SUS 316L 相当 フ ラ ンジ ANSI B16.5

APK 4" 150lbs、 PTFE>SUS 316L 相当 フ ラ ンジ ANSI B16.5

AVK 6" 150lbs、 PTFE>SUS 316L 相当 フ ラ ンジ ANSI B16.5

KEK 10K 50A、 PTFE>SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KLK 10K 80A、 PTFE>SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KPK 10K 100A、 PTFE>SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KVK 10K 150A、 PTFE>SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

MRK DIN11851 DN50 PN25、 316L、 ス ロ ッ ト ナッ ト 、 >SUS 316L

MTK DIN11851 DN80 PN25、 316L、 ス ロ ッ ト ナッ ト 、 >SUS 316L

TDK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 DN51（2"）、 PTFE>SUS 316L 

TFK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 DN76.1（3"）、 PTFE>SUS 316L 

THK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 DN101.6（4"）、 PTFE>SUS 316L

YY9 特殊 , TSP 番号（要問合せ）

40 出力；操作：
A 4-20mA SIL HART ； 4 行デ ィ スプレ イ VU331、 反射波形表示機能付

B 4-20mA SIL HART ； デ ィ スプレ イ な し、 通信によ る

K 4-20mA SIL HART ； FHX40、 分離デ ィ スプレ イ（ア ク セサ リ ） 対応

C PROFIBUS PA ； 4 行デ ィ スプレ イ VU331、 反射波形表示機能付

D PROFIBUS PA ； デ ィ スプレ イ な し、 通信によ る

L PROFIBUS PA ； FHX40、 分離デ ィ スプレ イ（ア ク セサ リ ） 対応

E FOUNDATION Fieldbus ； 4 行デ ィ スプレ イ VU331、 反射波形表示機能付

F FOUNDATION Fieldbus ； デ ィ スプレ イ な し、 通信によ る

M FOUNDATION Fieldbus ； FHX40、 分離デ ィ スプレ イ（ア ク セサ リ ） 対応

Y 特殊 , TSP 番号（要問合せ）

50 ハウジング：
A F12 アル ミ ニウ ム被覆、 IP65 NEMA4X

B F23 SUS 316L 相当 IP65 NEMA4X

C T12 アル ミ ニウ ム被覆、 IP65 NEMA4X、 分離型端子部

D T12 アル ミ ニウ ム被覆、 IP65 NEMA4X+ 過電圧保護、 分離型端子部

Y 特殊 , TSP 番号（要問合せ）
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マイクロパイロット M FMR 245 の型式（続き）
60 電線口：

2 グ ラ ン ド  M20

3 ネジ G1/2

4 ネジ NPT1/2

5 プラ グ M12

6 プラ グ 7/8"

9 特殊 , TSP 番号（要問合せ）

70 追加オプション：
A 基本バージ ョ ン

C EN10204-3.1（316/316L 接圧部） 材料証明

F ア ド バン ス ド ダ イナ ミ ッ ク ス（ 大測定レ ンジ =70m）

G ア ド バン ス ド ダ イナ ミ ッ ク ス、 大測定レ ンジ 70m 
EN10204-3.1（316/316L 接圧部）

H 5 点直線プロ ト コル（要問合せ）

K 5 点、 3.1、 加圧部、 5 点直線プロ ト コル（要問合せ）、
EN10204-3.1、（316/316L 接圧部） 材料証明

L 5 点、 ア ド バン ス ド ダ イナ ミ ッ ク ス、 3.1、 5 点直線プロ ト コル（要問合
せ）、 ア ド バン ス ド ダ イナ ミ ッ ク ス、 3.1、 大計測レ ンジ 70m（液体）、
EN10204-3.1、（316L 接液部） 材料証明

S GL/ABS/NK 海事認定

Y 特殊 , TSP 番号（要問合せ）

FMR 245- 仕様コー ド（パー ト 1）
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2.2 納入範囲

" 警告 ! 
" 製品の受入、 搬送、 保管 " （11 ページ） に示されている、 測定装置の開梱、 輸送、 保管に関す
る指示に必ず従って く ださい !

納入範囲の構成は、 以下の とお り です ：
• 組立済みの本装置
• エン ド レ スハウザー操作プロ グ ラ ム （同梱の CD-ROM）
• ア ク セサ リ （→ 8 章）

添付文書 ：
• 簡易マニュ アル （基本設定 / ト ラブルシューテ ィ ング） ： 装置に収納 
• 取扱説明書 （本書）
• 認定書類 ： 本書に含まれていない場合。

2.3 認証と認定

CE マーク、適合宣言
本装置は 新技術水準の安全要求事項に適合する よ う 設計さ れ、 検査を受けて安全に操作でき る
こ と が確認さ れたう えで、 工場から 出荷さ れていま す。 本装置は、 EC 適合宣言に記載の、 該当す
る 規格およ び規定に準拠し ており 、 し たがって、 EC 指令の法的要件を遵守し ていま す。 
エンド レ ス ハウ ザー社では、 本装置が試験に合格し ている こ と を、 CE マーク を付けて証明し てい
ま す。

2.4 登録商標 

KALREZ®, VITON®, TEFLON®

E.I. Du Pont de Nemours & Co. 社 （Wilmington、 USA） の登録商標です。

TRI-CLAMP®

Ladish & Co., Inc. 社 （Kenosha、 USA） の登録商標です。

HART®

HART Communication Foundation （Austin、 USA） の登録商標です。

ToF®

Endress+Hauser GmbH+Co. KG, 社 （Maulburg、 Germany） の登録商標です。

PulseMaster®

Endress+Hauser GmbH+Co. KG, 社 （Maulburg、 Germany） の登録商標です。

PhaseMaster®

Endress+Hauser GmbH+Co. KG, 社 （Maulburg、 Germany） の登録商標です。
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3 取付

3.1 ク イ ッ ク設置ガイ ド

L00-FMR245xx-17-00-00-en-001
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3.2 製品の受入、 搬送、 保管

3.2.1 受入

梱包と中身について損傷がないこ と をチェ ッ ク し て く ださい。
荷をチェ ッ ク し、 不足品が無いこ と、 納入物が注文と一致し ている こ と を確認し て く ださい。

3.2.2 搬送

" 警告 ! 
18 kg を超え る装置の安全注意事項および輸送条件に従って く ださ い。
搬送の際は、 ハウジングをつかんで本装置を持ち上げないよ う にし て く ださい。

3.2.3 保管

保管および搬送の際は、 本装置を衝撃から保護される よ う に梱包し て く ださい。 工場出荷時の梱
包材を使用する と 適に保護でき ます。
許容保管温度は、 -40 ℃～ +80 ℃です。
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3.3 設置条件

3.3.1 寸法

ハウジングの寸法

L00-F12xxxx-06-00-00-en-001

L00-T12xxxx-06-00-00-en-001

L00-F23xxxx-06-00-00-en-001
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マイクロパイロット M FMR245 - プロセス接続、新型アンテナのタイプ

L00-FMR245xx-06-00-00-en-006
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Ø AØ A
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b [ mm]

D [ mm ]

A [ mm ]

16 18 18 22

155 185 210 280

96 127 151 212

10K

JIS 50 A JIS 80 A 

2” + 3”
Tri - Clamp
ISO 2852

4”
Tri - Clamp
ISO 2852

DN 50

DIN 11851

DN 80

DIN 11851

DN 50 DN 80 DN 100 DN 150

b [ mm]

D [ mm ]

A [ mm ]

20 20 20 22

165 200 220 285

102 138 158 212

PTFE (FDA TFM1600, USP Class VI 

PN 16

Tri-clamp 2” 3” 4”

A [ mm ] 64 91 119

DN 50 DN 80

A [ mm ] 68.5 100

2” 3” 4” 6”

b [ mm]

D [ mm ]

A [ mm ]

19.1 23.9 23.9 25.4

152.4 190.5 228.6 279.4

92 127 158 212
150 lbs
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マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR 245 - プロセス接続、 アンテナのタ イプ

L00-FMR245xx-06-00-00-en-005
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3.3.2 技術的留意点

向き

• 推奨間隔 （1） 壁面 - ノ ズルの外縁 ： タ ン ク
直径の 1/6 以上。 ただし、 本装置を、 タ ン ク
壁面に 15 cm 以上近づけて設置 し ない よ う
にし て く ださい。

• タ ン ク の中心 （3） を避けて く だ さ い。 干渉
によ って信号が失われる可能性があ り ます。

• 充填口の上部 （4） を避けて く ださい。
• 本装置を直射日光や雨から保護する ため、

日よ けカバー （2） を使用する よ う お勧め し
ます。 同梱のテンシ ョ ン ク ラ ンプ （→ 8 章 
69 ページを参照） によ って、設置と取外し を
簡単に行 う こ と ができ ます。

L00-FMR2xxxx-17-00-00-xx-010

1

2 3 4

タンクへの設置

• 信号ビームの内側に、 リ ミ ッ ト ス イ ッチ、
温度センサなどの設置物 （1） が入ら ない よ
う に し て く だ さ い （ビーム放射角について
は、 " ビーム放射角 " 、 17 ページを参照）。

• 対称的な内部構造物 （2）、 すなわち真空 リ ン
グ、 加熱コ イル、 バッ フルなど も、 測定に干
渉する こ と があ り ます。

最適化オプション

• ア ン テナサ イ ズ ： ア ン テ ナが大 き いほ ど、
ビーム放射角が狭 く な り 、 ノ イ ズ反射が小さ
く な り ます。

• マ ッ ピング ： ノ イ ズ反射を電子式に抑制する
こ と によ って、 測定を 適化する こ と ができ
ます。

• アンテナ位置調整：" 適な設置位置" を参照
し て く ださい

• " 内筒管 ： 干渉の回避に、 内筒管を使用する
こ と ができ ます。

• 金属遮蔽板 （3） を傾斜を付けて取 り 付け る
と、 レーダ信号が広が り 、 し たがって ノ イ ズ
反射が低減し ます。

詳細については、 エン ド レ スハウザー社にお
問い合わせ く ださい。

L00-FMR2xxxx-17-00-00-xx-011

1

3

2

a
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プ ラスチ ッ ク製タ ン ク内の測定

タ ン ク の外壁が非導電性材料 （例えば FRP） で形成されている場合、 マイ ク ロ波が、 信号ビーム
の外側の干渉物に反射する こ と も あ り ます （例えば、 金属製のパイプ （1） 、 はし ご （2） 、 格子
（3） など）。 そのよ う な干渉を起こす設備が、 信号ビーム内に入ら ないよ う にし て く ださい。

L00-FMR2xxxx-17-00-00-xx-013

詳細については、 エン ド レ スハウザー社にお問い合わせ く ださい。
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ビーム放射角

ビーム放射角は、 レーダ波のエネルギー密度が、 大エネルギー密度 （3dB 幅） 値の半分に達す
る角度と し て定義されます。 マイ ク ロ波は、 信号ビームの外側にも放射され、 干渉を起こす設備
に反射する こ と があ り ます。 アンテナタ イプの関数と し てのビーム直径 W （ビーム放射角 α） と、
測定距離 D の関係は以下の とお り です ：

アンテナサイズ
（ホーン直径）

FMR 245

L00-FMR2xxxx-14-00-06-de-027

50 mm 80 mm

ビーム放射角 α 18° 10°

測定距離（D）
ビーム直径（W）

50 mm 80 mm

3 m 0.95 m 0.53 m

6 m 1.90 m 1.05 m

9 m 2.85 m 1.58 m

12 m 3.80 m 2.10 m

15 m 4.75 m 2.63 m

20 m 6.34 m 3.50 m

25 m 7.29 m 4.37 m

30 m 9.50 m 5.25 m

35 m 11.09 m 6.12 m

40 m 12.67 m 7.00 m

45 m - 7.87 m

60 m - 10.50 m

a

D

W

a
D _=

22 . . tanW
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測定条件

L00-FMR2xxxx-17-00-00-de-013

• 測定レ ンジは、 ビームがタ ン ク の底に当たる と こ ろから始ま り ます。 特に、 皿状の底や円錐状
の排出口では、 そのポイ ン ト よ り 下でレベルを検出する こ と はでき ません。

• 比誘電率が低い測定物 （グループ A と  B） の場合は、 液面が低い場合に測定物を透過し て タ ン
ク の底が検出される可能性があ り ます （低位レベルの高さ C）。 この範囲では、精度が低 く なる
恐れがあ り ます。 許容でき ない場合は、 タ ン ク の底よ り 距離 C だけ上にゼロ点を配置する よ う
お勧めし ます （図参照）。

• 原則と し て、 FMR230/231/240 では、 アンテナの先端まで測定する こ と ができ ます。 ただし、
腐食および付着物に関し て考慮する ため、 測定レ ンジの終点は、 アンテナの先端から A よ り 近
く に選択し ないよ う にし て く ださい （図参照）。
FMR244/245 では、 結露が生じ る場合は特に、 アンテナの先端から A よ り 近 く に測定レ ンジの
終点を選択し ないよ う にし て く ださい （図参照）。

• 小測定レ ンジ B は、 アンテナバージ ョ ンによ って異な り ます （図参照）。
• タ ン ク直径は、 D よ り 大き く する よ う にし （図参照）、 タ ン ク の高さは、少な く と も H よ り 大き

く する よ う にし て く ださい （図参照）。

注意！

• 沸騰状態のような表面、泡立ち、 または起泡の傾向があ る場合は、 FMR230 または FMR231 を
使用し て く ださ い。 気泡の濃度によ っては、 泡がマイ ク ロ波を吸収する、 またはその表面でマ
イ ク ロ波が反射する可能性があ り ます。 測定は、 一定の条件下で可能にな り ます。

• 蒸気が大量に発生する、 または結露が生じ る場合、 蒸気の密度、 温度、 組成に応じ て、 FMR240
の 大測定レ ンジが小さ く なる可能性があ り ます → FMR230 または FMR231 を使用し て く だ
さい。

• アンモニア NH3 またはあ る種のフッ化炭素 1)などの気体を吸収する測定の場合は、FMR230 を
内筒管に入れて使用し て く ださい。

1) 影響を受け る化合物は、 例えば R134a、 R227、 Dymel 152a などです。

A [mm] B [m] C [mm] D [m] H [m]

FMR245 200 > 0.2 250 > 0.2 > 0.3

100%

0%

B

A

C

H

Ø D
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測定レンジ

有効な測定レンジは、 アンテナのサイ ズ、 測定物の比誘電率、 取付位置、 ノ イ ズ反射の度合いに
よ り ます。

設定可能な 大範囲 ：
• 20 m （マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR23x）、
• 40 m （マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR24x） （基本バージ ョ ン）、

- 70 m （マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR24x + 追加オプシ ョ ン F （G））、 " 型式 " を参照、
• 70 m （マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR250）、 詳細は、 TI390F 参照。

以下の表に、 測定物のグループ と、 アプ リ ケーシ ョ ンおよび測定物グループに応じ て可能な測定
レンジが記載されています。 測定物の比誘電率が不明の場合は、信頼性の高い測定を行 う ために、
測定物グループ B と仮定する よ う お勧めし ます。

測定物グループ
比誘電率
（εr）

例

A 1.4 ～ 1.9 非導電性液体、 例えば液化ガス1)

1) アンモニア NH3 は 3 測定物グループ A と みな し ます。 FMR230 では内筒管 と使用し て く だ さい。

B 1.9 ～ 4 非導電性液体、 例えばベンゼン、 オイル、 ト ルエンなど

C 4 ～ 10 例えば、 濃酸、 有機溶剤、 エステル、 アニ リ ン、 アルコール、 アセ ト ンなど

D > 10 導電性液体、 例えば水溶液、 希釈酸、 アルカ リ など
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測定レンジはタ ン ク タ イプ、 条件、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR245 の仕様によ り異な
り ます。

標準 ：

大測定レ ンジ = 40 m

追加オプシ ョ ン F （G） ：

大測定レ ンジ = 70 m

小測定レ ンジ = 5 m

FMR245： 50 mm 80 mm

貯蔵タンク

静かな液面 （充填が間欠的または

底部から行われる、 あ るいはタ ン

ク底部まで伸びた投入管が使用さ

れる場合）。

測定レンジ [m]

FMR245： 50 mm 80 mm

バッファタンク

動きのあ る液面 （上方から継続的

に充填が行われる場合、 液循環を

行っている タ ン ク の場合）。

測定レンジ [m]

A B

12

8

25

C D

8

4

15

35

40

A B

10

20

60

C D

15

8

30

4040

B

5

15

10

C D

7.5

5
3

7.5

10

A B

10

5

25

15

C D

2.5

5

10

15
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FMR245： 50 mm 80 mm

攪拌器付きのプロセスタンク

動きの激しい液面。

1 段攪拌羽 <60 RPM.

測定レンジ [m]

FMR245： 50 mm ～ 80 mm FMR245： 50 mm ～ 80 mm

内筒管 外筒管

測定レンジ [m] 測定レンジ [m] 1）

1） 測定物グループ A および B 

は、 コ アキシ ャルプローブ付

レベルフ レ ッ ク ス M を使用し

て く だ さい

7.5

B

10

C D

2

3

5

12

B

15

C D

5

2.5

8

20

A, B, C, D

20

C, D
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3.4 設置の説明

3.4.1 設置キ ッ ト

フ ラ ンジ取付に必要な工具に加えて、 以下の工具が必要です ：
• 4 mm 六角レ ンチ （ハウジングの回転用）。

3.4.2 タ ン ク （フ リースペース） への設置

設置位置

L00-FMR245xx-17-00-00-en-003

標準の設置

タ ン ク に取 り 付ける と きは、 技術的留意点 （15 ページ） と以下の点に従って く ださい ：
• 位置合わせマーカーを タ ン ク の壁面に向けます。
• 位置合わせマーカーは常に、 フ ラ ンジ上の 2 つのボル ト 穴のち ょ う ど中間に配置し ます。
• スプ リ ング ワ ッ シ ャ を使用し ます （図参照）。
注意 !
プロセス温度と圧力によ っては、 フ ラ ンジのボル ト は定期的に締め直すよ う お勧めし ます。
推奨 ト ルク ： 60 ～ 10 Nm
• 取付後、 デ ィ スプレ イ と端子室を利用でき る よ う に、 ハウ ジングを 350 °まで回転させる こ と

ができ ます。
• アンテナは、垂直に向ける必要があります。
警告！
アンテナが垂直に向け られていない と、 大レ ンジが小さ く なる可能性があ り ます。

L00-FMR245xx-17-00-00-de-002

90°

90°

90°

90°

90°

90°

90°

°

9

DN80…150
… ”ANSI 2”

90°

1
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! 注意 ! 
ノ ズルの高さがこれ以上になる場合は、 エン ド レ スハウザー社にお問い合わせ く ださい。

3.4.3 内筒管への設置

設置位置

L00-FMR245xx-17-00-00-en-004

標準の設置
内筒管の設置は、 技術的留意点 （15 ページ） に従い、 以下の点にご留意 く ださい ：
• 位置合わせマーカーを ス ロ ッ ト の方に向けます。
• 位置合わせマーカーは常に、 フ ラ ンジ上の 2 つのボル ト 穴のち ょ う ど中間に配置し ます。
• 取付後、デ ィ スプレ イ と端子室を利用でき る よ う に、ハウジングを 350° まで回転させる こ と が

でき ます。
• 全開のボールバルブを経由し て測定する こ と も可能です。

内筒管に関する推奨

内筒管を使用する と きは、 以下の点にご留意 く ださい ：
• 金属製であ る こ と （ホーロー被膜は不可、 プラ スチッ ク被膜はご相談 く ださ い）。
• 内径が一定であ る こ と。
• 内筒管の内径をアンテナサイズに合わせてください。 
• 溶接の継ぎ目はでき るだけ滑らかにし、 ス ロ ッ ト と同軸になる よ う にする。
• ス ロ ッ ト のずれは、 （90°） でな く ） 180°  にする。
• 各ス ロ ッ ト の幅はパイプ内径の 大 1/10、 バ リ 除去済みであ る こ と。 ス ロ ッ ト の長さ と数は、

測定に影響し ません。
• パイプ内のギ ャ ッ プ （ボールバルブ使用時、 またはパイプの継ぎ目） は、 1 mm を超え る間隙

が生じ ないよ う にし て く ださい。
• 内筒管の内側は、 滑らかになっている必要があ り ます （平均粗さ Rz ≤ 6.3 μm）。 押出成形、 ま

たは平行溶接のステン レ ス スチール製のパイプを使用し ます。 溶接フ ラ ンジまたはパイプジャ
ケ ッ ト を使用し て、 パイプを延長する こ と ができ ます。 フ ラ ンジ と パイプの内側は、 ぴった り
揃え る必要があ り ます。

• パイプの内側を溶接し ないで く ださい。 内筒管の内側は、 滑らかなま まにし てお く 必要があ り
ます。 必要上、 パイプの内側を溶接し た場合、 内側の溶接継ぎ目や凹凸を慎重に取 り 除き、 滑
らかにし ます。 これを怠る と、 強い干渉エコーが生じ た り 、 測定物が付着しやす く なった り し
ます。

アンテナサイズ 50 mm 80 mm

D [mm] 44 75

H [mm] < 500 < 500

90°

DN80…150
ANSI 3…6”

DN50
ANSI 2”
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内筒管の構造例

L00-FMR245xx-17-00-00-en-006

…
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3.4.4 外筒管への設置

設置位置

L00-FMR230xx-17-00-00-en-007

標準の設置
外筒管の設置は、 技術的留意点 （15 ページ） に従い、 以下の点にご留意 く ださい ：
• 位置合わせマーカーは、 タ ン ク接続部に対し て垂直 （90°） に向けます。
• 位置合わせマーカーは常に、 フ ラ ンジ上の 2 つのボル ト 穴のち ょ う ど中間に配置し ます。
• 取付後、 デ ィ スプレ イ と端子室を利用でき る よ う に、 ハウジングを 350°まで回転させる こ と

ができ ます。
• 全開のボールバルブを経由し て測定する こ と も可能です。

外筒管に関する推奨
• 金属製であ る こ と （プラ スチッ ク被膜、 ホーロー被膜は不可）。
• 内径が一定であ る こ と。
• ホーンアンテナは、 でき るだけ大きいものを選択し ます。 中間のサイ ズ （95 mm） の場合には、

次に大きいアンテナを選択し、 カ ッ ト し て使用し て く ださ い （FMR 230 / FMR 240 のみ）。
• パイプ内のギ ャ ッ プ （ボールバルブ使用時、 またはパイプの継ぎ目） では、 1 mm を超え る間

隙が生じ ないよ う にし て く ださい。
• タ ン ク接続部の領域では （～± 20 cm）、 測定精度が低下する恐れがあ り ます。
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外筒管の構造例

L00-FMR2xxxx-17-00-00-en-019
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3.4.5 ハウジングを回す

取付後、 デ ィ スプレ イ と端子室を容易に利用でき る よ う に、 ハウ ジングを 350°まで回転させる
こ と ができ ます。 ハウジングを必要な位置まで回すには、 以下のよ う に進めます ：
• 止めねじ （1） を緩めます。
• 必要な方向に、 ハウジング （2） を回し ます。
• 止めねじ （1） を締め付けます。

L00-FMR2xxxx-17-00-00-en-010

3.5 設置後のチ ェ ッ ク

本装置を設置完了後、 以下のチェ ッ ク を行います ：
• 装置に損傷はないか （目視検査）
• プロセス温度、 プロセス圧力、 周囲温度、 測定レ ンジなどの測定ポイ ン ト の仕様に、 装置が一

致し ているか
• フ ラ ンジの位置合わせマーカーが正しい方に向いているか （→ 10 ページ）
• フ ラ ンジのねじが、 それぞれの締付け ト ルク で締め付け られているか
• 測定点番号と ラベルの貼付は正しいか （目視検査）
• 降雨および直射日光から装置が十分に保護されているか （→ 69 ページ）
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4 配線

4.1 ク イ ッ ク配線ガイ ド

F12/F23 ハウジングの配線

L00-FMR2xxxx-04-00-00-en-013

#

-

-

Ser.-No.:
Order Code:

D
00882-A

U 16 ... 30 V DC
4...20 mA

t >85°C

x = if modification
see sep. label

Dat./Insp.:

PN max.
TAntenne max. °C

79
68

9
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M
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y

T > °

7

" ●
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Ω
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●
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●

●

●

●
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T12 ハウジングの配線

L00-FMR2xxxx-04-00-00-en-014

-

-

Ser.-No.:
Order Code:

D
00882-A

U 16 ... 30 V DC
4...20 mA

t >85°C

x = if modification
see sep. label

Dat./Insp.:

PN max.
TAntenne max. °C

79
68

9
M

au
lb

ur
g

M
ad

e
in

G
er

m
an

y

T >70°C :A

MICROPILOT M
ENDRESS+HAUSER

PTB 00 ATEX
II 1/2 G EEx ia IIC T6

IP65

x x x x x x x x

x x x x x x x x

1

3
4

11

8

7

1 2
L- L+

1 2

"

Ω

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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4.2 計測ユニ ッ ト の接続

端子室

3 種類のハウジングが利用可能です ：
• アル ミ ニウ ムハウジング F12、 シールド された端子室 ：

- 標準
- EEx ia

• アル ミ ニウ ムハウジング T12、 独立端子室 ：
- 標準
- EEx e
- EEx d
- EEx ia （過電圧保護付き）

• SUS 316L 製ハウ ジング F23 ：
- 標準
- EEx ia

電子回路と電流出力は、 アンテナ回路と は電気的に絶縁されています。

L00-FMR2xxxx-04-00-00-en-019

装置の仕様は、 アナロ グ出力と 電圧電源に関する 重要な情報と 共に型式銘板に記載さ れていま す。
配線に関するハウ ジングの回転については、 → 27 ページを参照を し て く ださい。

HART の負荷

HART 通信用の 低負荷抵抗 ： 250 Ω

電線口

ケーブルグ ラ ン ド ： M20 × 1.5
電線口 ： G ½ または ½ NPT

1 12 23 34 4
1 2 3 4



マイ ク ロパイ ロ ッ ト M FMR 245  HART/4 ～ 20 mA 配線

エン ド レスハウザー ジャパン 31

供給電圧

以下の値は、 本装置に直接かかる端子間電圧です ：

消費電力 

平常作動時 ： 小 60 mW、 大 900 mW

消費電流 

過電圧保護

T12 ハウジング （ハウジングバージ ョ ン "D"、 " 型式 " を参照） を備えたレベル変換器マイ ク ロ
パイ ロ ッ ト  M は、内部過電圧保護回路（600 V サージアレ ス タ）を備えています（DIN EN 60079- 14
または IEC 60060- 1 に準拠、 イ ンパルス電流試験 8/20 μ 秒、 Î = 10 kA、 10 パルス）。 電位を確実
に一致させる ために、 マ イ ク ロパイ ロ ッ ト  M の金属製のハウ ジングを、 導電性のあ る リ ー ド 線
で、 タ ン ク の壁面または仕切 り に直接接続し ます。

通信  消費電流 
端子電圧

最小 最大

HART
標準

4 mA 16 V 36 V

20 mA 7.5 V 36 V

EEx ia
4 mA 16 V 30 V

20 mA 7.5 V 30 V

EEx em

EEx d

4 mA 16 V 30 V

20 mA 11 V 30 V

固定電流、 調整可、 例

えば太陽熱運転用

（HART で転送される

測定値）

標準 11 mA 10 V 36 V

EEx ia 11 mA 10 V 30 V

HART マルチ ド ロ ッ プ

モード用の固定電流

標準 4 mA1)

1) 起動電流は 11 mA。

16 V 36 V

EEx ia 4 mA1） 16 V 30 V

通信  消費電流 

HART 3.6 ～ 22 mA



配線 マイ ク ロパイ ロ ッ ト M FMR 245  HART/4 ～ 20 mA

32 エン ド レスハウザー ジ ャパン

4.2.1 エン ド レスハウザー社製 RMA 422 / RN 221 N との HART 接続 

L00-FMR2xxxx-04-00-00-en-009

4.2.2 その他の電源との HART 接続

L00-FMR2xxxx-04-00-00-en-008

" 警告 ! 
HART 通信抵抗が電源ユニ ッ ト に内蔵されていない場合は、 250 Ω の通信抵抗を 2 線ラ イ ンに挿
入する必要があ り ます。

‘

1 2 3 4

1
# % &

Copy
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P Q R S

, ( ) ‘

A B C

Paste
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Page
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DeleteBksp
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Hot Key

+ Hot Key
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W X Y Z

+ * /
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.
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8

0

375
FIELD COMMUNICATOR

3
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-

FMP40: LIC0001
ONLINE

1  GROUP SELECT
2  PV 8.7 m

HELP SAVE

dsdmdmdf das.asdas faasas la.

≥ Ω
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4.3 推奨する接続方法

4.3.1 等電位接続

等電位接続を、 本装置の外部アース端子に接続し ます。

4.3.2 シールド ケーブルの配線

" 警告 ! 
防爆用途では、 センサー側のシール ド だけを接地する必要があ り ます。 安全注意事項の詳細につ
いては、 防爆区域の適用に関する別冊マニュ アルを参照し て く ださい。

4.4 保護等級

• 密閉ハウジング ： IP65、 NEMA4X
• 開放ハウジング ： IP20、 NEMA1 （デ ィ スプレ イの気密保護含む）
• アンテナ ： IP68 （NEMA6P）

4.5 接続後のチ ェ ッ ク

本装置を配線後、 以下のチェ ッ ク を行います ：
• 端子割当ては正しいか （→ 28 ページ および 29 ページ）
• ケーブルグ ラ ン ド は締ま っているか
• ハウジングふたは、 し っか り ねじ込まれているか
• 補助電源が使用可能な場合 ：

本装置は動作可能な状態か、 液晶デ ィ スプレ イに値は表示されているか
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5 操作

5.1 ク イ ッ ク操作ガイ ド 

L00-FMR250xx-19-00-00-en-502
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5.1.1 操作メ ニューの構造

操作 メ ニューは、 2 つのレベルで構成されています ：
• 機能グループ（00、01、03、～、0C,、0D）：本装置の各操作オプシ ョ ンは、 さ ま ざ ま な機能

グループに大まかに分け られています。 利用可能な機能グループには、 例えば、 以下の機能が
含 ま れ て い ま す ： "”ĕĬĻĜčġĐ；基本設定 "、 " ďĻĜļĻĜčġĐ；安全設定 "、 " ĚċĠĶČĖ；出力 "、
" ĩČđĚļġļĆěĪĽĸĐ；表示ディスプレイ "、 など。

• 機能（001、002、003、～、0D8、0D9）： 各機能グループは、 1 つまたは複数の機能で構成さ
れています。 この機能では、本装置の実際の操作またはパラ メ ータ設定を行います。 こ こ で、数
値を入力し、 パラ メ ータ を選択し、 保存する こ と ができ ます。 例えば、 " ĕĬĻĜčġĐ；基本設定 "

（00） 機能グループには、" ĞĻĖėĐĚļČđ；タンク形状 " （002）、" ĝĖġĐĪļĠĢĖĜĐ；測定物特性 " （003）、
" ĪĽĹĜěĘĻġļĚČĻ；プロセスコンディション " （004）、 " ĔĵğČđĜĐ；空調整 " （005） などが含まれ
ています。

例えば本装置の設定を変更する場合、 以下の手順を行います ：
1. " ĕĬĻ ĜčġĐ；基本設定 " （00） 機能グループを選択し ます。

2. " ĞĻĖ ėĐĚļČđ；タンク形状 " （002） 機能を選択し ます （現在のタ ン ク形状が選択されます）。

5.1.2 機能の識別

機能 メ ニュー （96 ページ参照） 内での位置を簡単に確認する ために、 デ ィ スプレ イには、 機能ご
と に位置が表示されます。

L00-FMRxxxxx-07-00-00-en-005

初の 2 桁は、 機能グループを識別し ます ：

3 桁目は、 機能グループ内の個別の機能の番号にな り ます ：

本書では、 個別の機能の番号を、 機能名の後ろに括弧で示し ます （例えば " ĞĻĖ ėĐĚļČđ "；タンク
形状 （002））。

• " ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定 00
• " ďĻĜļĻ ĜčġĐ "；安全設定 01
• " ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ "；

リニアライゼーション
04

• . . .

• " ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定 00 → • " ĞĻĖ ėĐĚļČđ "；タンク形状 002
• " ĝĖġĐĪļĠ ĢĖĜĐ "；測定物特性 003

• " ĪĽĹĜě ĘĻġļĚČĻ "；
プロセスコンディション

004

• . . .
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5.2 デ ィ スプレ イ と操作キー

L00-FMxxxxxx-07-00-00-en-001

図 2 デ ィ スプレ イ と操作キーのレ イアウ ト

VU331 LCD 表示デ ィ スプレ イは、 操作しやす く する ために、 スナ ッ プフ ィ ッ ト を押すだけで取
り 外すこ と ができ ます （上図を参照）。 デ ィ スプレ イは、 500 mm ケーブルで本装置に接続する こ
と ができ ます。

! 注意 ! 
デ ィ スプレ イ を利用する ために、 防爆区域 （IS および XP） でも、 電子端子室のカバーを取 り 外
すこ と ができ ます。

–

°

°

°

°
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5.2.1 デ ィ スプレ イ

液晶デ ィ スプレ イ （LCD） ：

表示は 4 行 （各行 20 文字） です。 キーの組み合わせによ って、 デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を
調整する こ と ができ ます。

L00-FMRxxxxx-07-00-00-en-002

図 3 デ ィ スプレ イ

5.2.2 シンボル表示

以下の表に、 液晶デ ィ スプレ イに表示される シンボルが記載されています ：

シンボル 意味

アラーム シンボル
本装置がア ラーム状態の と きに、 このア ラームシンボルが表示されます。 シンボルが点滅し て

いる と きは、 警告を示し ています。

ロック シンボル
本装置がロ ッ ク された と き、 すなわち入力不可の場合に、 このロ ッ ク シンボルが表示されます。

通信 シンボル
HART、 PROFIBUS PA、 または FOUNDATION Fieldbus など を経由し たデータの伝送中に、 こ の

通信シンボルが表示されます。

X
X

X

X
S

S

OO FF

F

F

–



操作 マイ ク ロパイ ロ ッ ト M FMR 245  HART/4 ～ 20 mA

38 エン ド レスハウザー ジ ャパン

5.2.3 キー割り付け

操作キーは、 ハウジングの内部に配置されています。 ハウジングのふたを開ける と、 操作する た
めにア ク セスする こ と ができ ます。

各キーの機能

キー 意味

O または V 選択 リ ス ト 内を上向きに移動し ます。

機能内の数値を編集し ます。

S または W 選択 リ ス ト 内を下向きに移動し ます。

機能内の数値を編集し ます。

X または Z 機能グループ内を左向きに移動し ます。

F 機能グループ内を右向きに移動し、 確定し ます。

O と  F 同時

または

S と  F 同時

液晶デ ィ スプレ イ （LCD） のコ ン ト ラ ス ト 設定

O ， S ， F
3 つ同時

ハード ウ ェ ア ロ ッ ク / ロ ッ ク解除

ハード ウ ェ ア ロ ッ ク後は、 デ ィ スプレ イ または通信によ る本装置の操作は不可

能と な り ます。

ハード ウ ェ アのロ ッ クは、 デ ィ スプレ イでのみ解除する こ と ができ ます。 

ロ ッ ク解除には、 ロ ッ ク解除パラ メ ーターを入力する必要があ り ます。
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5.3 本装置での操作

5.3.1 設定モー ドのロ ッ ク

マイ ク ロパイ ロ ッ ト は、 装置データ、 数値、 または工場出荷設定値が許可な く 変更されないよ う
に、 2 通 り の方法で保護する こ と ができ ます ：

" ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター （0A4） ：

値 100 以外の数値 （例えば 99） を、 "" ĚĻĞļĻ "；診断 "（0A） 機能グループの " ĹčĖĔĐĚļČĨĽĵİĎĞĎ "；
ロック解除パラメーター（0A4）に入力する必要があ り ます。 ロ ッ クは、デ ィ スプレ イに  シン
ボルで示され、 デ ィ スプレ イ または通信でも う 一度解除する こ と ができ ます。

ハー ド ウ ェ アロ ッ ク ：

本装置は、 O キー と S キーと F キーを同時に押すと ロ ッ ク されます。 
ロ ッ クは、 デ ィ スプレ イに  シンボルで示され、 デ ィ スプレ イで O キーと S キーと F キー
を同時に押し た場合に限って再び解除する こ と ができ ます。 ハード ウ ェ アのロ ッ クは、 通信で解
除する こ と は できません。 本装置がロ ッ ク されていて も、 パラ メ ータはすべて、 表示する こ と が
でき ます。

⇒ O キー と S キーと  F キーを同時に押す

⇓

⇓
ロ ッ ク シンボルが LCD に表示される。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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5.3.2 設定モー ドのロ ッ ク解除

本装置がロ ッ ク されている と きに、 デ ィ スプレ イでパラ メ ータ を変更し よ う とする と、 本装置の
ロ ッ ク を解除する よ う 自動的に求められます ：

" ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター " （0A4） ：

以下のロ ッ ク解除パラ メ ーターを入力する こ と によ って （デ ィ スプレ イ または通信で） マイ ク ロ
パイ ロ ッ ト はロ ッ ク が解除されて操作可能にな り ます。

100 = HART 装置の場合

ハー ド ウ ェ アのロ ッ ク解除 ：

O キー と S キー と F キーを同時に押し た後、 ロ ッ ク解除パラ メ ーターを入力する よ う 求めら
れます。

100 = HART 装置の場合

" 警告 ! 
全センサの特性など、 特定のパラ メ ータ を変更する と、 測定システム全体の多 く の機能、 特に測
定精度に影響する こ と があ り ます。 通常はこ のよ う なパラ メ ータは変更する必要はあ り ません。
し たがって、 特定のパラ メ ータは、 エン ド レ スハウザー社のサービ ス部門だけが管理し ている特
殊な コード で保護されています。 不明な点については、 エン ド レ スハウザー社にお問い合わせ く
ださい。

⇒ O キーと S キーと F キーを同時に押す。

⇓
ロ ッ ク解除コード を入力し、 F キーで確定し ます。

⇓

ENDRESS + HAUSER

E+–
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5.3.3 工場出荷設定 （リ セ ッ ト ）

" 警告 ! 
リ セ ッ ト を行 う と、 本装置が工場出荷時の設定に戻 り ます。 これによ って、 測定が正常に機能し
な く な る こ と があ り ます。 リ セ ッ ト 後は、 基本設定を も う 一度行 う よ う にし て く ださ い。
リ セ ッ ト は、 以下の場合に限って必要にな り ます ：

本装置が機能し な く なった場合
• 本装置を、 あ る測定ポイ ン ト から別のポイ ン ト に移動させる必要があ る場合
• 本装置を取 り 外し、 保管後、 再び設置する場合

ユーザ入力（" ĶĜčĢ "；リセット（0A3））：
• 333 = ユーザパラ メ ータ

333 = ユーザパラメータ

測定履歴が未知の装置を新たなアプ リ ケーシ ョ ンに対し て使用する と きは、 この リ セ ッ ト を行 う
よ う お勧めし ます ：
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト はデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。
• ユーザ固有のタ ン ク マ ッ プは削除されます。
• テーブルの値は保持されますが、" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが "" ĶĤď "；リニアに

切 り 替わ り ます。 保持されたテーブルは、"" ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ "；リニアライゼーション（04） 機能グ
ループで、 再び有効にする こ と ができ ます。

リ セ ッ ト の影響を受ける機能の リ ス ト ：

タ ン ク マ ッ プは、" ĔĖğČđĜčġĐ "；拡張設定（05） 機能グループの "" ĭčĩĽĻĖļ "；マッピング（055） 機
能で リ セ ッ ト する こ と も でき ます。
測定履歴が未知の装置を新たなアプ リ ケーシ ョ ンに対し て使用する と き、 あ るいは不正な値で不
要反射マ ッ ピングを開始し た と きは、 この リ セ ッ ト を行 う よ う お勧めし ます ：
• タ ン ク マ ッ プは削除されます。 マ ッ ピングをや り なおす必要があ り ます。 

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

• " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 （002） - 液体のみ

• "ﾍﾞｯｾﾙ/ｻｲﾛ" ；ベッ セル/サイ ロ（00A）- 粉体のみ

• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空調整 （005）

• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン調整 （006）

• " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ； パイプ直径 （007） - 液体のみ

• " ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 （010）

• " ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 （011）

• " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； 反射無し時の出力 （012）

• " ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min" ； 勾配％スパン / 分 （013）

• " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 （014）

• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 （015）

• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 （016）

• " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル / アレージ （040）

• " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン （041）

• " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 （042）

• " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 （047）

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ （052）

• " ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ " ； 現マ ッ プ距離 （054）

• " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト （057）

• " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力値のし きい （062）

• " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｺﾃｲ " ； 電流出力固定 （063）

• " ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ； 固定電流出力値 （064）

• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン （065）

• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 （066）

• "4mA ﾁ " ； 4mA 値 （068）

• "20mA ﾁ " ； 20mA 値 （069）

• " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 （094）

• " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 （0C5）

• " ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ " ； ダウ ン ロード モード （0C8）
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5.4 エラー メ ッ セージの表示と確認

エ ラーのタ イプ

設定または測定中に発生し たエラーは、 本体デ ィ スプレ イに直ちに表示されます。 2 個以上のシ
ステム / プロセスエラーが発生し た場合は、 も っ と も優先度の高いエラーがデ ィ スプレ イに表示
されます。
この測定システムでは、2 種類のエラーが識別されます：
• A（アラーム）：

装置は定義されている状態にな り ます （例えば、 大 22 mA）
常灯の  シンボルで示されます。
（コード の説明については、 73 ページを参照）

• W（警告）：
装置は測定を継続し、 エラー メ ッ セージが表示されます。
点滅する  シンボルで示されます。
（コード の説明については、 73 ページを参照）

• E（アラーム / 警告）：
設定可能 （例えば、 反射な し、 安全距離内のレベルなど）
常灯 / 点滅の  シンボルで示されます。
（コード の説明については、 73 ページを参照）

5.4.1 エラー メ ッ セージ

エラー メ ッ セージが、 デ ィ スプレ イに 4 行のテキス ト で表示されます。 同時にエラーコー ド も表
示されます。 エラーコード の説明については、 73 ページを参照し て く ださい。

• " ĚĻĞļĻ "；診断 （0A） 機能グループに、 現在のエラーと、 後に発生し たエラーを表示させる
こ と ができ ます。

• 現在のエラーが複数発生し ている と きは、 O キーまたは S キーを使用し て、 エラー メ ッ セー
ジのページを切 り 換えます。

• 後に発生し たエラーは、" ĚĻĞļĻ "；診断 （0A） 機能グループの機能 " ĜļĻĔĐħĒĵĎħ ĚČđĕČ "；前回
エラーの消去 （0A2）を使用し て削除する こ と ができ ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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5.5 HART 通信

本体での操作と は別に、 HART プロ ト コルによ って、 本装置をパラ メ ータ設定し、 測定値を表示
させる こ と も でき ます。 操作に使用でき るオプシ ョ ンは、 2 つあ り ます ：
• 汎用ハン ドヘル ド操作ユニ ッ ト  HART Communicator DXR375 によ る操作。
• 操作プロ グ ラ ム （例えば ToF Tool または FieldCare） を使用するパーソナルコ ンピ ュータ （PC）

によ る操作 （ 接続については 32 ページを参照）。

! 注意 ! 
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M は、キーを使用し て本体で操作する こ と もでき ます。 本体でキーがロ ッ ク
されて操作ができない場合は、 通信によ るパラ メ ータ入力も でき ません。

5.5.1 ハン ド ヘルド ユニ ッ ト  Field Communicator DXR375

全ての機能は、 ハン ドヘル ド ユニ ッ ト DXR375 を使用し て、 メ ニュー操作で調節する こ と ができ
ます。

L00-FMR2xxxx-07-00-00-yy-007

図 4 DXR375 ハン ド ヘルド装置による メ ニュー操作

! 注意 ! 
• HART ハン ドヘル ド ユニ ッ ト の詳細については、 DXR375 の輸送バッ グに添付されている取扱

説明書を参照し て く ださい。

5.5.2 エン ド レスハウザー操作プログラム

ToF Tool – Fieldtool Package

ToF Tool は、エン ド レ スハウザー社製測定装置用の メ ニューガイ ド式のグ ラ フ ィ ッ ク操作プロ グ
ラ ムです。 本装置の設定、 データ保管、 信号解析、 文書化に使用し ます。 以下のオペレーテ ィ ン
グシステムがサポー ト されています ： WinNT4.0、 Win2000、 Windows XP。 ToF Tool によ ってすべ
てのパラ メ ータ を設定する こ と ができ ます。

ToF Tool では、 以下の機能がサポー ト されています ：
• オン ラ イ ン操作での変換器の設定
• 反射波形によ る信号解析
• タ ン ク リ ニア ラ イゼーシ ョ ン
• 装置データのロード と保存 （ア ッ プロード / ダウ ン ロード）
• 測定ポイ ン ト における機器設定の文書化

接続オプシ ョ ン ：
• コ ミ ュボ ッ ク ス FXA191 と コ ンピ ュータの RS 232 C シ リ アルイ ン ターフ ェースによ る HART 
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• コ ミ ュボ ッ ク ス FXA195 と コ ンピ ュータの USB ポー ト によ る HART 
• セグ メ ン ト カプラーと PROFIBUS イ ン ターフ ェ イ ス カード によ る PROFIBUS PA
• FXA193/FXA291 サービ ス イ ン ターフ ェ イ スによ る FOUNDATION Fieldbus、PROFIBUS PA 、お

よび HART 

! 注意 ! 
"FOUNDATION Fieldbus （FF） 信号 " を備えたエン ド レ スハウザー社製パラ メ ータ設定に ToF
Tool を使用する こ と ができ ます。 FF 固有のパラ メ ータ をすべて設定でき る よ う にし、 本装置を
FF ネ ッ ト ワーク に統合するには、 FF 設定プロ グ ラ ムが必要です。

FieldCare

FieldCare は、 FDT テ ク ノ ロ ジ をベース に し たエン ド レ ス ハ ウ ザー社の資産管理ツールです。
FieldCare では、 すべてのエン ド レ スハウザー社製の装置 と、 FDT 規格をサポー ト する他の メ ー
カー製の装置を設定する こ と ができ ます。 以下のオペレーテ ィ ングシステムがサポー ト されてい
ます ： WinNT4.0、 Win2000、 Windows XP。

FieldCare では、 以下の機能がサポー ト されています ：
• オン ラ イ ン操作での変換器の設定
• 反射波形によ る信号解析
• タ ン ク リ ニア ラ イゼーシ ョ ン
• 装置データのロード と保存 （ア ッ プロード / ダウ ン ロード）
• 測定ポイ ン ト における機器設定の文書化

接続オプシ ョ ン ：
• コ ミ ュボ ッ ク ス FXA191 と コ ンピ ュータの RS 232 C シ リ アルイ ン ターフ ェースによ る HART 
• コ ミ ュボ ッ ク ス FXA195 と コ ンピ ュータの USB ポー ト によ る HART 
• セグ メ ン ト カプラーと PROFIBUS イ ン ターフ ェ イ ス カード によ る PROFIBUS PA

メ ニューガイ ド式の設定

MicropilotM-en-305
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反射波形による信号解析

MicropilotM-en-306

タ ン ク リ ニアラ イゼーシ ョ ン

MicropilotM-en-307
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6 設定

6.1 機能チ ェ ッ ク

測定ポイ ン ト を運転開始する前に、 終チェ ッ ク がすべて完了し た こ と を確認し ます ：
• チェ ッ ク リ ス ト " 設置後のチェ ッ ク " （27 ページを参照）。
• チェ ッ ク リ ス ト " 接続後のチェ ッ ク " （33 ページを参照）。

6.2 測定装置の電源投入

本装置を初めて電源投入する と、 デ ィ スプレ イに以下の メ ッ セージが表示されます ：

⇒
⇓ 5 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

⇓ 5 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます

（例 : HART 装置）

⇓ F キーを押し てから 5 秒後、 以下の メ ッ セージが

表示されます。

言語を選択し ます （本装置を初めて電源投入する と 、

この メ ッ セージが表示されます）。

⇓
基本単位を選択し ます （本装置を初めて電源投入す

る と 、 この メ ッ セージが表示されます）。

⇓
現在の測定値が表示されます。

⇓  F キーを押し た後、 グループセレ ク シ ョ ンに

進みます。

このセレ ク シ ョ ンで基本設定を行 う こ と ができ ます。

ENDRESS + HAUSER

E+–



マイ ク ロパイ ロ ッ ト M FMR 245  HART/4 ～ 20 mA 設定

エン ド レスハウザー ジャパン 47

6.3 " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

L00-FMR245xx-19-00-00-en-501
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ほ と んどの用途で、 基本設定だけで十分設定を済ませる こ と ができ ます。 複雑な測定操作には、
特定の仕様に合わせてマイ ク ロパイ ロ ッ ト をカ ス タマイ ズする追加機能が必要です。 そのために
使用でき る機能については、 BA291F で説明し ています。

" ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定 （00）の機能を設定する と きは、 以下の指示に従って く ださい ：
•  34 ページに記載されている機能を選択し ます。
• 本装置のパラ メ ータ設定に応じ て、 一部の機能だけを使用する こ と ができ ます。 例えば、 事前

に " ĞĻĖ ėĐĚļČđ "；タンク形状 （002） 機能で " ナイトウカン "；内筒管を選択し た場合に限って、
内筒管のパイプ直径を入力する こ と ができ ます。

• 機能によ っては （例えば、 " ﾌﾖｳﾊﾝｼｬﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾉｶｲｼ " ； 不要反射マ ッ ピングの開始 （053））、 デー
タ入力を確定する よ う 求められます。 O キーまたは S キーを押し て、" ĨĐ " を選択し、F キー
を押し て確定し ます。 これで、 この機能が開始し ます。

• 設定可能な期間中にキーを押さ ない と （→ 機能グループ " ĩČđĚļ ġļĆěĪĽĸĐ "；表示ディスプレ
イ（09））、 ホームポジシ ョ ン （測定値表示） に自動的に戻 り ます。

! 注意 ! 
• 本装置は、 データ入力中も引き続き測定を行います。 すなわち現在の測定値が信号出力から通

常通 り 出力されます。
• 反射波形モード がデ ィ スプレ イで有効になっている場合は、 測定値の更新サイ クル時間が遅 く

な り ます。 し たがって、 測定ポイ ン ト の 適化完了後、 反射波形モード を解除する よ う お勧め
し ます。

• 停電の場合、 事前設定値と パラ メ ータ設定値はすべて、 EEPROM にそのま ま安全に格納されて
います。

" 注意 ! 
すべての機能の詳細については、操作 メ ニューの概要と " 機能説明書 − BA291F" に記載されてい
ます。

! 注意 ! 
パラ メ ータのデフ ォル ト 値は、 太字で記載されています。
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6.4 VU 331 での " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

機能 " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 （000）

この機能では、 現在の測定値が選択し た単位で表示されます
（" ĳĎęļĎ ĞĻĐ "；ユーザー単位（042） 機能を参照）。 " ĚČđěđġĻ ĐĔ ħ ėĞ "；小数点以下の桁（095） 機能
で、 小数点の後の桁数を選択する こ と ができ ます。

6.4.1 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 （00）

機能 " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂﾀｲﾌﾟ " ； 測定物タ イプ （001）

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒

こ の機能は、 測定物タ イプの選択に使用し ます。

選択：

• " ｴｷﾀｲ " ； 液体 
• " ĪĻĞĐ "；粉体 

ENDRESS + HAUSER

E+–

選択 " ĒĕĞĐ "；液体 では、以下の機能だけを
調整することができます：

選択 " ĪĻĞĐ "；粉体 では、以下の機能だけを
調整することができます：

• " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 002 • " ﾍﾞｯｾﾙ / ｻｲﾛ " ； ベッ セル / サイ ロ 00A

• " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 003 • " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 00B

• " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ "；プロセス コ ンデシ ョ ン 004 • " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ "； プロセス コ ンデシ ョ ン 00C

• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 005 • " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 005

• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 006 • " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 006

• " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ； パイプ直径 007 • " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 051

• " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 051 • " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ 052

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ 052 • " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 053

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 053 • . . .

• . . .
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機能 " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 （002）、 液体のみ

この機能は、 タ ン ク形状の選択に使用し ます。

選択：
• " ĢļĎįĔļĞ ġĻĚļČđ "； ドーム型天井
• " ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ； 枕タ ン ク
• " ｶﾞｲﾄｳｶﾝ " ； 外筒管
• " ﾅｲﾄｳｶﾝ " ； 内筒管
• " ﾌﾗｯﾄ ﾅ ﾃﾝｼﾞｮｳ " ； フ ラ ッ ト な天井
• " ｷｭｳｹｲ ﾀﾝｸ " ； 球形タ ン ク

L00-FMR2xxxx-14-00-06-en-007

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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機能 " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 （003）、 液体のみ

この機能は、 比誘電率の選択に使用し ます。

選択：
• " ĪİĐ "；不明
• DC ： < 1.9
• DC ： 1.9 ... 4
• DC ： 4 ... 10
• DC ： > 10

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

測定物グループ 比誘電率（εr） 例

A 1.4 ～ 1.9 非導電性液体、 例えば液化ガス1)

1) アンモニア NH3 は、 グループ A の測定物と みな し ます。 つま り 、 FMR 230 では内筒管に入れて使用

し て く だ さい。

B 1.9 ～ 4 非導電性液体、 例えばベンゼン、 オイル、 ト ルエンなど

C 4 ～ 10
例えば、 濃酸、 有機溶剤、 エステル、 アニ リ ン、 アルコール、

アセ ト ンなど

D >10 導電性液体、 例えば水溶液、 希釈酸、 アルカ リ など
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機能 " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ " ； プロセスコ ンデシ ョ ン （004）、 液体のみ

この機能は、 プロセス コ ンデシ ョ ンの選択に使用し ます。

選択：
• " ĩČđĚļċĻ "；標準
• " ｵﾁﾂｲﾀ ｴｷﾒﾝ " ； 落ち着いた液面
• " ｱﾚﾀ ｴｷﾒﾝ " ； 荒れた液面
• " ｶｸﾊﾝｷ ｼﾖｳ " ； 攪拌機使用
• " ﾊﾔｲ ｴｷﾒﾝ ﾍﾝﾄﾞｳ " ； 速い液面変動
• " ﾃｽﾄ : ﾉｰ ﾌｨﾙﾀｰ " ； フ ィ ルタ な し

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

" ĩČđĚļċĻ "；標準 " ēğĠĐĞ ĒĕİĻ "；落ち着いた液面 " ďĸĞ ĒĕİĻ " ； 荒れた液面

以下のグループに適し ないすべて

の用途に適用。

浸漬チューブまたは底から充填す

る貯蔵タ ン ク

不規則な充填または ミ キサ ノ ズル

によ り 液面が荒れている貯蔵 / 緩

衝タ ン ク

フ ィ ルタ と 出力積分が平均値に設

定されます。

平均化フ ィ ルタ と出力積分が、

高い値に設定されます。

→ 安定し た測定値

→ 精密な測定

→ 遅い反応時間

入力信号を平坦化する特殊フ ィ ル

タが強調されます。

→ 平坦化された測定値

→ 中程度の反応時間

" ĔĖĨĻĕ ĚĴđ " ； 攪拌機使用 " ĨĲĐ ĒĕİĻ īĻĢļđ " ； 速い液面変動 " ġěĢ : ħĎ ĪĆķĞĎ " ； フィルタなし

攪拌器によ って波立った表面 （渦

が生じ る可能性あ り ）

レベルの急激な変化 （特にタ ン ク

が小さい場合）

サービ ス / 診断のため、 すべての

フ ィ ルタ をオフにでき ます

入力信号を平坦化する特殊フ ィ ル

タが高い値に設定されます。

→ 平坦化された測定値

→ 中程度の反応時間

→ 攪拌器ブレード によ る影響を

小限にする

平均化フ ィ ルタが、 低い値に設定

されます。 出力積分は 0 に設定さ

れます。

→ 速い反応時間

→ 測定値が不安定になる可能性

あ り

すべてのフ ィ ルタ をオフ
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機能 "" ﾍﾞｯｾﾙ / ｻｲﾛ " ； ベ ッ セル / サイ ロ " （00A）、 粉体のみ

機能 " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 （00B）、 粉体のみ

⇒

こ の機能は、 ベッ セル / サイ ロの選択に使用し ます。

選択：

• " ĪİĐ "；不明
• " ｷﾝｿﾞｸｻｲﾛ " ； 金属サイ ロ
• " ｺﾝｸﾘｰﾄｻｲﾛ " ； コ ン ク リ ー ト サイ ロ
• " ﾋﾞﾝ / ﾊﾞﾝｶｰ " ； ビン / バンカー
• " ﾄﾞｰﾑｶﾞﾀｼｻｲﾛ " ； ドーム型サイ ロ
• " ﾋﾞﾁｸﾁｮｿﾞｳｻｲﾛ " ； 備蓄貯蔵サイ ロ
• " ｺﾝﾍﾞｱｰﾍﾞﾙﾄ " ； コ ンベアーベル ト

ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒

こ の機能は、 比誘電率の選択に使用し ます。

選択：

• " ĪİĐ "；不明
• DC ： 1.6 ... 1.9
• DC ： 1.9 ... 2.5
• DC ： 2.5 ... 4
• DC ： 4 ... 7
• DC ： > 7

ENDRESS + HAUSER

E+–

測定物グループ
比誘電率
（εr）

例

A 1.6 ～ 1.9

- 粉状のプ ラ スチ ッ ク

- 白色石灰、 特殊セ メ ン ト

- 砂糖

B 1.9 ～ 2.5 - ポル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、 石膏

C 2.5 ～ 4

- 穀物、 種

- 砂利

- 砂

D 4 ～ 7
- 自然のま ま湿気を含んだ （地面の） 石、 鉱石

- 塩

E > 7

- 金属粉

- カーボンブラ ッ ク

- 石炭

非常にさ ら さ ら し た粉粒体や粉砕し た粉粒体には、 それぞれ比誘電率がこれよ り 低いグループ
を適用し ます。
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機能 " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ " ； プロセスコ ンデシ ョ ン （00C）、 粉体のみ

⇒

この機能は、 プロセス コ ンデシ ョ ンの選択に使用し ます。

選択：

• " ĩČđĚļċĻ "；標準
• " ﾊﾔｲ ｴｷﾒﾝ ﾍﾝﾄﾞｳ " ； 速い液面変動
• " ｵﾀﾞﾔｶﾅﾍﾝｶ " ； 遅い液面変動
• " ﾃｽﾄ : ﾉｰ ﾌｨﾙﾀｰ " ； フ ィ ルタ な し

ENDRESS + HAUSER

E+–
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機能 " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 （005）

この機能は、フ ラ ンジ下面 （測定基準点） から 低レベル （= 0%） までの距離の入力に使用し ます。

L00-FMR2xxxx-14-00-06-en-008

" 警告 ! 
皿状の底や円錐状の排出口では、 マイ ク ロ波がタ ン ク の底に当た るポイ ン ト よ り 低 く ゼロ点を設
定し ないよ う にし て く ださい。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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機能 " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 （006）

この機能は、 低レベルから 大レベルまでの距離 （= スパン） の入力に使用し ます。

L00-FMR2xxxx-14-00-06-en-009

! 注意 ! 
 " ĔļĐĢđĔĻ "；外筒管 または " ģĐĢđĔĻ "；内筒管 を " ĞĻĖ ėĐĚļČđ "；タンク形状 （002） 機能で選択し
た場合は、 以下のステ ッ プでパイプ直径が必要にな り ます。

! 注意 ! 
FMR245 の測定レ ンジは、 アンテナ先端から 200m 以内に設定する こ と は避けて く ださい。 特に
結露の形成の可能性があ る場合には注意し て く ださい。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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機能 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ； パイプ直径 （007）

この機能は、 内筒管または外筒管のパイプ直径の入力に使用し ます。

L00-FMR2xxxx-14-00-00-en-011

マイ ク ロ波は、 パイプ内ではフ リ ースペース よ り も ゆっ く り と伝搬し ます。 この効果は、 パイプ
の内径に依存し、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト では、 それが自動的に補正されます。 外筒管または内筒管
を使 う アプ リ ケーシ ョ ンでは、 パイプ直径のみ入力する必要があ り ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

100%

0%

ø

100%

0%

ø
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表示 " ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ "; 距離 / 測定値 （008）

基準点から測定対象物表面までの測定し た距離 と、 空調整を使用し て計算し た測定値が表示され
ます。 これらの値が実際のレベル、実際の距離に対応し ているかど う かをチェ ッ ク し て く ださい。
以下の場合があ り ます ：
• 距離が一致 − レベルが一致 → 次の機能 " ĕČĶ ĔĖĤĻ "；距離確認（051）に移 り ます。
• 距離が一致 − レベルが不一致 → " Ĕĵ ğČđĜĐ "；空調整 （005）をチェ ッ ク し ます。
• 距離が不一致 − レベルが不一致 → 次の機能 " ĕČĶ ĔĖĤĻ "；距離確認（051）に移 り ます。

機能 " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 （051）

この機能では、 反射 ノ イ ズのマ ッ ピング開始の準備モード に入 り ます。 それには、 測定対象物表
面までの計測距離を、 実際の距離と比較する必要があ り ます。 以下のオプシ ョ ンを選択する こ と
ができ ます ：

選択：
• " ｷｮﾘ = ok" ； 距離 = ok
• " ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離が小さすぎる
• " ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離が大きすぎる
• " ĕČĶ ĪİĐ " ； 距離不明
• " ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニュ アル

L00_FMR2xxxxx-14-00-06-en-010

" ĕČĶ = ok"；距離 = ok
• 現在測定されている反射ノ イ ズのレベルまでのマ ッ ピングが行われます。
• 抑制すべき範囲が、 " ĭčĩĽĻĖļĸĻĚļ "；マッピングレンジ （052） 機能に示されます。

こ の場合でも、 マ ッ ピングを実行する よ う お勧めし ます。

" ĕČĶ ğĐęěĕļķ " ； 距離が小さすぎる
• こ の時点で、 反射ノ イ ズが検出されています。
• し たがって、 現在測定されている反射 ノ イ ズのレベルを含んでマ ッ ピングが行われます。
• 抑制すべき範囲が、 " ĭčĩĽĻĖļĸĻĚļ "；マッピングレンジ （052） 機能に示されます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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" ĕČĶ ēēĕěĕļķ " ； 距離が大きすぎる
• 反射ノ イ ズのマ ッ ピングでは、 こ のエラーは改善する こ と ができ ません。
• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター （002）、（003）、（004） および " Ĕĵ ğČđĜĐ "；空調整（005）を

チェ ッ ク し て く ださい。

" ĕČĶ ĪİĐ " ； 距離不明
実際の距離が不明の場合、 マ ッ ピングを行 う こ と はでき ません。

" ĭĤċďķ " ； マニュアル
マ ッ ピングは、抑制するべき範囲をマニュ アル入力し て も可能です。 この入力は、" ĭčĩĽĻĖļĸĻĚļ "；
マッピングレンジ （052） 機能で行います。

" 警告 ! 
マ ッ ピングレンジは、 実際のレベル反射よ り  0.5 m 手前まで とする必要があ り ます。 空タ ン ク で
は、 E ではな く  E - 0.5 m を入力し て く ださい。
マ ッ ピングがすでにあ る場合は、 それが " ĭčĩĽĻĖļĸĻĚļ "；マッピングレンジ（052）で指定し た距
離まで上書き されます。 この値以上の既存のマ ッ ピングは、 そのま ま変更されません。

機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052）

この機能では、 マ ッ ピングの推奨レ ンジが表示されます。 基準点は常に、 測定基準点 （47 ページ
を参照） です。 こ の値は、 オペレータが編集する こ と ができ ます。
マニュ アルマ ッ ピングでは、 デフ ォル ト 値は 0 m です。

機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 （053）

この機能は、 " ĭčĩĽĻĖļĸĻĚļ "；マッピングレンジ（052）に示される距離までの反射 ノ イ ズのマ ッ
ピングを開始するために使用し ます。

選択：
• " ｵﾌ " ； オフ → マ ッ ピングは行われません
• " ｵﾝ " ； オン → マ ッ ピングが開始されます

マ ッ ピング処理中は、 メ ッ セージ " ĭčĩĽĻĖļ ī ĕĹĖ "；マッピングへ記録 " が表示されます。

" 警告 ! 
マ ッ ピングは、 本装置がア ラーム状態でない場合に限って記録されます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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表示 " ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ "; 距離 / 測定値 （008）

基準点から測定対象物表面までの測定し た距離 と、 空調整を使用し て計算し た測定値が表示され
ます。 これらの値が実際のレベル、実際の距離に対応し ているかど う かをチェ ッ ク し て く ださい。
以下の場合があ り ます ：
• 距離が一致 − レベルが一致 → 基本設定の終了。
• 距離が一致 − レベルが不一致 → " Ĕĵ ğČđĜĐ "；空調整 （005）をチェ ッ ク し ます。
• 距離が不一致 − レベルが不一致 → さ らにマ ッ ピングを行 う 必要があ り ます。" ĕČĶ ĔĖĤĻ "；距離

確認（051）に戻 り ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
⇓ 3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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6.4.2 VU 331 での反射波形

基本設定後に、 反射波形 （" 反射波形 "（0E） 機能グループ） を使用し て測定を評価する よ う お勧
めし ます。

機能 " ﾌﾟﾛｯﾄｾｯﾃｲ " ； プロ ッ ト 設定 （0E1）

LCD に表示する波形情報を選択し ます ：
• " ĨĻĚĊ ĨėĐ " ； 反射波形
• " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ +FAC" ； 反射波形 +FAC （FAC については、 BA291F を参照）
• " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ + ｶｽﾀﾏｰﾏｯﾌﾟ " ； 反射波形 + カ ス タマー･タ ン ク･マ ッ ピング

（すなわち、 カス タマー･タ ン ク･マ ッ ピング も表示されます）

機能 " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ " ； 反射波形の読み込み （0E2）

この機能では、 反射波形の読み込みを、 以下のどち らの方式で行 う か定義し ます。
• " ĐčĔĐ ħ ĴĮĘĮ "1 回の読み込み

または 

• " ｼﾞｭﾝｶﾝ ﾖﾐｺﾐ " 循環に読み込み

! 注意 ! 
循環読み込みモード がデ ィ スプレ イで有効になっている場合は、 測定値の更新サイ クル時間が遅
く な り ます。  し たがって、 測定ポイ ン ト の 適化完了後、 反射波形モード を解除する よ う お勧め
し ます。

! 注意 ! 
液面反射が非常に弱 く 、 ノ イ ズ反射が強い場合の測定では、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト の向きを変え る
と、 有用な反射波形が強ま り 、 ノ イ ズ反射が低減する こ と によ って、 適化に役立つこ と があ り
ます （" マイ ク ロパイ ロ ッ ト の設置方向 "、 79 ページ を参照）。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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機能 " 反射波形表示 " （0E3）

この機能では、 反射波形が表示されます。 以下の情報を取得でき ます ：

L00-FMU4xxxx-07-00-00-en-003

反射波形表示の移動

ナビゲーシ ョ ンを使用する と、 反射波形を水平方向と垂直方向にス ケー リ ング し、 左右にシフ ト
させる こ と ができ ます。 有効なナビゲーシ ョ ンモード が、 デ ィ スプレ イの左上隅にシンボルで示
されます。

L00-FMxxxxxx-07-00-00-en-004

水平ズームモー ド

まず、反射波形表示にし ます。 次に O キーまたは S キーを押し て、反射波形ナビゲーシ ョ ンに
切 り 替えます。 これで水平ズームモード にな り ます。  または  が表示されます。
• O キーで水平方向に拡大されます。
• S キーで水平方向に縮小されます。

L00-FMxxxxxx-07-00-00-yy-007

…

���

OS
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移動モー ド

次に、F キーを押す と移動モード に切 り 替わ り ます。  または  が表示されます。
• O キーで波形が右方向に移動し ます。
• S キーで波形が左方向に移動し ます。

L00-FMxxxxxx-07-00-00-yy-008

垂直ズームモー ド

F キーを も う 一度押す と、 垂直ズームモード に切 り 替わ り ます。  が表示されます。 以下のオ
プシ ョ ンがあ り ます。
• O キーで垂直方向に拡大されます。
• S キーで垂直方向に縮小されます。

デ ィ スプレ イのア イ コ ンによ って、 現在のズーム倍率が示されます （  ～ ）。

L00-FMxxxxxx-07-00-00-yy-009

ナビゲーシ ョ ンの終了

• 反射波形ナビゲーシ ョ ンの異なるモード に移動するには、 F キーを も う 一度押し ます。
• ナビゲーシ ョ ンを終了するには、 O キーおよび S キーを押し ます。 設定し た倍率 と移動は保

持されます。 " ĨĻĚĊ ĨėĐ ĴĮĘĮ "；反射波形読み込み （0E2） 機能を も う 一度有効にし た場合に標準
表示が再び使用されます。

OS

OS

⇒
⇓ 3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–



設定 マイ ク ロパイ ロ ッ ト M FMR 245  HART/4 ～ 20 mA

64 エン ド レスハウザー ジ ャパン

6.5 エン ド レスハウザー社製操作プログラムでの基本設定

この操作プロ グ ラ ムで基本設定を行 う には、 以下の手順で進めます ：
• 操作プロ グ ラ ムを起動し、 接続を確立し ます。
• ナビゲーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウで " 基本設定 " 機能グループ を選択し ます。

以下の表示が、 画面に表示されます ：

基本設定ステ ッ プ 1/4 ：

! 注意 ! 
変更し たパラ メ ータはそれぞれ、 リターンキーで確定する必要があ り ます！

MicropilotM-en-319

• 次に進むボタ ンで、 次の画面に移動し ます ：

• 測定物タ イプ
- " ĝĖġĐĪļĠĞĐĪĽ "；測定物タイプ機能で " ĒĕĞĐ "；液体を選択し た場合は、液体のレベル測定です
- " ĝĖġĐĪļĠĞĐĪĽ "；測定物タイプ機能で " ĪĻĞĐ "；粉体を選択し た場合は、粉体のレベル測定です
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" 基本設定ステ ッ プ 2/4 ：

• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータ を入力し ます ：
- タ ン ク形状
- 測定物特性
- プロセス コ ンデシ ョ ン

MicropilotM-en-302

基本設定ステ ッ プ 3/4 ：

タンク形状 でドーム状の天井、 枕タンク、 ..." を選択する と、 次の画面が表示されます ：
• 空調整
• 満タ ン調整

MicropilotM-en-303
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基本設定ステ ッ プ 4/4 ：

• こ のステ ッ プでは、 タ ン ク のマ ッ ピングを開始し ます
• 計測距離と現在の測定値が、 ヘッ ダーに常時表示されています

MicropilotM-en-304

6.5.1 反射波形による信号解析

基本設定後に、 反射波形を使用し て測定を評価する よ う お勧めし ます。

MicropilotM-en-306

! 注意 ! 
液面反射が非常に弱 く 、 ノ イ ズ反射が強い場合では、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト の向き を変え る と、 有
用な反射波形が強ま り 、 ノ イ ズ反射が低減する こ と によ って、 適化に役立つこ と があ り ます。
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6.5.2 ユーザ固有の用途 （操作）

ユーザ固有の用途のパラ メ ータ設定の詳細については、 BA291F " マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M 機能説
明書 " を参照し て く ださい。
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7 保守
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M 測定装置は、 特別な保守は必要あ り ません。

外部の清掃

本装置の外部を清掃する と きは、 ハウ ジングの表面またはシールを傷めない洗浄剤を必ず使用し
て く ださい。

シールの交換

このセンサのプロセスシールは、 特にモール ド されているシール （無菌構造） を使用し ている場
合、 定期的に交換する必要があ り ます。 交換間隔は、 洗浄サイ クルの頻度、 測定物温度、 洗浄温
度に依存し ます。

修理

エン ド レ スハウザー社の修理コ ンセプ ト に従って、 測定装置はモジュール式構造を し、 ユーザー
で修理を行 う こ と ができ ます。 スペアパーツは、 それに適し たキ ッ ト に含まれています。 これに
は、関連の交換取扱説明書が添付されています。 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M の修理のためにエン ド レ
スハウザー社から注文でき る スペアパーツキ ッ ト がすべて、 注文コード を付けて記載されていま
す。 サービ スおよびスペアパーツの詳細については、 エン ド レ スハウザー社サービ ス部門にお問
い合わせ く ださい。

防爆認定機器の修理

防爆認定機器の修理を行 う 場合は、 以下の点にご留意 く ださい ：
• 防爆認定機器の修理は、 訓練を受けた職員、 またはエン ド レ スハウザー社サービ スだけが行 う

こ と ができ ます。
• 現行の規格、 国家防爆規格、 安全注意事項 （XA） および認証を遵守する必要があ り ます。
•  エン ド レ スハウザー社の純正部品だけが使用でき ます。
• スペアパーツを注文する と きは、 型式銘板上の装置名称を書き留めて く ださい。 部品は、 同じ

部品と しか交換でき ません。
• 修理は取扱説明書に従って行います。 修理が完了し た ら、 本装置で規定のルーチン試験を行っ

て く ださい。
• 認証装置を異なる認証タ イプに改造する こ と は、 エン ド レ スハウザー社サービ スだけが行 う こ

と ができ ます。
• すべての修理作業と改造はすべて、 文書に記録し て く ださ い。

交換

マイ ク ロパイ ロ ッ ト 全体または電子モジュールを交換し た後は、 本装置に通信イ ン ターフ ェース
を経由し て設定し たパラ メ ータ をダウ ン ロード し て元に戻すこ と ができ ます。 このために必要な
条件は、 データが事前に、 ToF Tool / Commuwin II を使用し て PC にア ッ プロード されている こ
と です。 新規のセ ッ ト ア ッ プを行 う こ と な く 、 測定を継続する こ と ができ ます。

• 場合によ っては、 " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを有効にする必要があ り ます
（BA291F を参照）

• 場合によ っては、 タ ン ク マ ッ ピングを も う 一度記録する必要があ り ます （基本設定を参照）

アンテナ部品または電子部品を交換し た後は、 新規に校正を行 う 必要があ り ます。 これについて
は、 修理指示書に記載されています。
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8 ア クセサリ
マ イ ク ロパイ ロ ッ ト  M には、 さ ま ざまなア ク セサ リ を使用する こ と ができ ます。 これらのア ク
セサ リ は、 エン ド レ スハウザー社よ り 個々に注文する こ と ができ ます。

日よけカバー

屋外の取付けには、 ス テン レ ス スチール製の日よ けカバーを使用する よ う お勧め し ます （オー
ダーコード ： 543199-0001）。 納入品には、 保護カバーと テンシ ョ ン ク ラ ンプが含まれています。

L00-FMR2xxxx-00-00-06-en-001

コ ミ ュボ ッ クス FXA291

コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291 は、エン ド レ スハウザー社製のフ ィ ール ド装置を CDI イ ン ターフ ェ イ ス
（エン ド レ スハウザー共通データ イ ン ターフ ェ イ ス） を介し て、 パーソナルコ ン ピ ュータ または
ノー ト パソ コ ンの USB イ ン ターフ ェ イ スに接続し ます。 詳細については、 TI405C を参照し て く
ださい。

! 注意 ! 
以下のエン ド レ スハウザー社製装置には、追加のア ク セサ リ と し て "ToF アダプタ FXA291" が必
要です ：

• セラバー S PMC71、 PMP7x
• デルタバー S PMD7x、 FMD7x
• デルタパイ ロ ッ ト  S FMB70
• ガンマパイ ロ ッ ト  M FMG60
• レベルフ レ ッ ク ス M FMP4x
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト  FMR130/FMR131
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR2xx
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S FMR53x、 FMR540
• プロ ソ ニ ッ ク FMU860/861/862
• プロ ソ ニ ッ ク M FMU4x
• タ ン クサイ ド モニタ NRF590 （追加アダプタ ケーブル付き）
• プロ ソ ニ ッ ク S FMU9x

ENDRESS+HAUSER

MICROPILOT II

ENDRESS+HAUSER

MICROPILOT II

IP 65
IP 65

Order Code:
Ser.-No.:

Order Code:
Ser.-No.:

Messbereich
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ToF アダプ タ FXA291

ToF アダプタ  FXA291 は、 パーソ ナルコ ンピュ ータ ま たはノ ート パソ コ ンの USB イ ンタ ーフェ イ
ス に接続し たコ ミ ュ ボッ ク ス  FXA291 を、 以下のエンド レス ハウ ザー社製の装置に接続し ま す：

• セラバー S PMC71、 PMP7x
• デルタバー S PMD7x、 FMD7x
• デルタパイ ロ ッ ト  S FMB70
• ガンマパイ ロ ッ ト  M FMG60
• レベルフ レ ッ ク ス M FMP4x
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト  FMR130/FMR131
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR2xx
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S FMR53x、 FMR540
• プロ ソ ニ ッ ク FMU860/861/862
• プロ ソ ニ ッ ク M FMU4x
• タ ン クサイ ド モニタ NRF590 （追加アダプタ ケーブル付き）
• プロ ソ ニ ッ ク S FMU9x

詳細については、 KA271F を参照し て く ださい。

コ ミ ュボ ッ クス FXA191 HART

RS232C イ ン ターフ ェ イ ス を経由し た ToF Tool/FieldCare によ る本質安全通信用です。 詳細につ
いては、 TI237F を参照し て く ださい。

コ ミ ュボ ッ クス FXA195 HART

USB イ ン ターフ ェ イ ス を経由し た ToF Tool/FieldCare によ る本質安全通信用です。 詳細について
は、 TI404F を参照し て く ださい。
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リ モー ト 表示デ ィ スプレ イ FHX40

L00-FMxxxxxx-00-00-06-en-003

技術データ （ケーブルおよびハウジング） と オーダーコード ：

リ モー ト 表示デ ィ スプレ イ FHX40 の接続には、 各装置の通信バージ ョ ンに合ったケーブルを使
用し て く ださい。

°

°

°

°

大ケーブル長 20 m

温度範囲 -30 ℃～ +70 ℃

保護等級 IP65 EN 60529 （NEMA 4） に準拠

材質 ハウジング ： AlSi12 ； ケーブルグ ラ ン ド ： 黄銅 （ニ ッ ケル メ ッ キ）

寸法 [mm] 122 × 150 × 80 （H × W × D）

認定：
A 非防爆

1 ATEX II 2G EEx ia IIC T6、 ATEX II 3D

S FM IS Cl.I Div.1 Gr.A-D

U CSA IS Cl.I Div.1 Gr.A-D

N CSA 汎用

K TIIS ia IIC T6（準備中）

ケーブル：
1 20m ； HART 用

5 20m ； PROFIBUS PA/FOUNDATION Fieldbus 用

追加オプション：
A 基本バージ ョ ン

B 取付ブラ ケ ッ ト 、 パイプ 1"/ 2"

FHX40 - 全仕様完了
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラブルシューテ ィ ングの手順

L00-FMR2xxxx-19-00-00-en-010

F O
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9.2 システムエラー メ ッ セージ

コード 説明 可能性のある原因 対策

A102 checksum error 
general reset& new calibr.required
チェ ッ ク サムエ ラー
ジェ ネラ ルリ セッ ト と 再調整が必要。

データの保管が正常終了する前に、
装置の電源をオフ し た ；
EMC 問題 ；
E2PROM の不良

リ セ ッ ト する ；
EMC 問題を回避する ；
リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する
場合は、 電子部品を交換し て く だ
さい

W103 initialising - please wait
初期設定中 - 待機し て く だ さ い。

E2PROM への格納がまだ完了し て
いない

数秒間待ちます ； 警告が発生する
場合は、 電子部品を交換し て く だ
さい

A106 downloading please wait
ダウ ンロ ード 中 - 待機し てく ださ い。

データ ダウ ン ロー ド を処理中 警告が発生し な く な る まで待ちま
す

A110 checksum error 
general reset& new calibr.required
チェ ッ ク サムエ ラー
ジェ ネラ ルリ セッ ト と 再調整が必要。

データの保管が正常終了する前に、
装置の電源をオフ し た ；
EMC 問題 ；
E2PROM の不良

リ セ ッ ト する ；
EMC 問題を回避する ；
リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する
場合は、 電子部品を交換し て く だ
さい

A111 electronics defect
電子部品が故障。

RAM の不良 リ セ ッ ト する ；
リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する
場合は、 電子部品を交換し て く だ
さい

A113 electronics defect
電子部品が故障。

RAM の不良 リ セ ッ ト する ；
リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する
場合は、 電子部品を交換し て く だ
さい

A114 electronics defect
電子部品が故障。

E2PROM の不良 リ セ ッ ト する ；
リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する
場合は、 電子部品を交換し て く だ
さい

A115 electronics defect/error power supply
電子部品が故障 / 電源エラー

ハー ド ウ ェア全般の問題 /
電源電圧が低すぎ る

リ セ ッ ト する ；
リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する
場合は、 電子部品を交換 / 電源電
圧を上げて く だ さい

A116 download error 
repeat download
ダ ウ ン ロー ド ・ エラー
ダ ウ ン ロー ド を繰 り 返す

格納データチェ ッ クサムが不正 データ ダウ ンのロー ド を再開する

A121 electronics defect
電子部品が故障。

工場出荷時の校正が存在し ない ；
EPROM の不良

サービ スに問い合わせる

W153 initialising - please wait
初期設定中 - 待機し て く だ さ い。

電子部品の初期化 数秒間待ちます ； 警告が発生する
場合は、 装置の電源をオフ し、 再
度オンにし ます

A155 electronics defect
電子部品が故障。

ハー ド ウ ェアの問題 リ セ ッ ト する ；
リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する
場合は、 電子部品を交換し て く だ
さい

A160 checksum error 
general reset& new calibr.required
チェ ッ ク サムエ ラー
ジェ ネラ ルリ セッ ト と 再調整が必要。

データの保管が正常終了する前に、
装置の電源をオフ し た ；
EMC 問題 ；
E2PROM の不良

リ セ ッ ト する ；
EMC 問題を回避する ；
リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する
場合は、 電子部品を交換し て く だ
さい

A164 electronics defect
電子部品が故障。

ハー ド ウ ェアの問題 リ セ ッ ト する ；
リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する
場合は、 電子部品を交換し て く だ
さい

A171 electronics defect
電子部品が故障。

ハー ド ウ ェアの問題 リ セ ッ ト する ；
リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生する
場合は、 電子部品を交換し て く だ
さい

A231 sensor 1 defect 
check connection
センサー 1 が故障。
接続をチェ ッ クする

HF モジ ュールまたは電子部品の不
良

HF モジ ュールまたは電子部品を
交換し て く だ さい

W511 no factory calibration ch1
工場出荷時の校正値 ch1 がない。

工場出荷時の校正が削除された 新しい工場出荷時の校正を記録す
る

A512 recording of mapping please wait
不要反射マ ッ ピングデータの
記録中 - 待機し て く だ さい。

マ ッ ピ ングが作動中 ア ラームが発生し な く な る まで数
秒間待つ

A601 linearisation ch1 curve not monotone 
リ ニア ラ イ ズ ch1 のグ ラ フが
単調でない。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが単調増加
し ていない

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを
訂正する

W611 less than 2 linearisation points for 
channel 1
ch1 に 2 つ以上の リ ニア ラ イ ズ点
がない。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポ イ ン ト が 
2 点以上入力されていない

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを
訂正する
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W621 simulation ch. 1 on
シ ミ ュ レーシ ョ ン ch1 が ON。

シ ミ ュ レーシ ョ ンモード が作動中 シ ミ ュ レーシ ョ ンモード をオフに
する

E641 no usable echo channel 1
check calibr.
ch1 に使用可能な反射がない
調整を御確認 く だ さい。

適用状態やアンテナの付着物のた
めに反射がな く なった

設置をチェ ッ クする ；
アンテナの向き を 適にする ；
アンテナを洗浄する（取扱説明書
を参照）

E651 level in safety distance - risk of 
overspill
レベルが安全距離内に入っている - 
溢れ出しの危険あ り 。

安全距離内のレベル レベルが安全距離から外れる と、
ア ラームは消えます ； 

E671 linearisation ch1 not complete, 
not usable
リ ニア ラ イ ズ ch1 が不完全、
使用不能。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが
編集モード

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを
有効にする

W681 current ch1 out of range
電流 ch1 が範囲内にない。

電流が範囲外（3.8 mA ～ 21.5 mA） 校正 と リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを
チェ ッ クする

コード 説明 可能性のある原因 対策
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9.3 液体でのアプ リ ケーシ ョ ンエラー

エラー 出力 可能性のある原因 対策

警告またはアラー
ムが発生した。

設定によ って異な る  エラー メ ッ セージの

表を参照 （73 ページ

を参照）

1. エラー メ ッ セージの表を参照

（73 ページを参照）

" ĝĖġĐğ "；測定値
（00）が正しくな
い

L00-FMR2xxxx-19-00-00-en-019

計測距離 （008） は正

しいか ?

はい → 1. " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空調整 （005）

と " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ "；満タ ン調

整 （006） をチェ ッ クする。

2. " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； リ ニア ラ イ

ゼーシ ョ ンをチェ ッ クする ：

→ " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ "；レベル /

アレージ （040）

→ "max. ｽｹｰﾙ " ； 大ス

ケール （046）

→" ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径

（047）

→ テーブルをチェ ッ クする

いいえ ↓
測定は、 外筒管か内

筒管のいずれかであ

る

はい → 1. " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状

（002） で、 " ｶﾞｲﾄｳｶﾝ " ； 外筒

管 または " ﾅｲﾄｳｶﾝ " ； 内筒

管 を選択し たか ?

2. " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ； パイプ直径

（007） は正しいか ?

いいえ ↓
ノ イ ズ反射が検出さ

れた可能性があ る。

はい → 1. タ ン ク のマ ッ ピングを行 う

→ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

投入 / 払出時に測
定値に変化なし

L00-FMR2xxxx-19-00-00-en-014

設備、 ノ ズル、 また

はアンテナの伸長パ

イプからの ノ イ ズ反

射

1. タ ン ク のマ ッ ピングを行 う

→ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

2. 必要な ら、 アンテナを洗浄す

る

3. 必要な ら、 も っ と適し た取 り

付け位置を選択する
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エラー 出力 可能性のある原因 対策

液面が静かでない
場合（投入中、払
出中、攪拌器動作
中など）、測定値
が散発的に高いレ
ベルにジャンプす
る

L00-FMR2xxxx-19-00-00-en-015

L00-FMR2xxxx-19-00-00-en-016

信号が、 荒れた液面

によ って弱 く なる - 

ノ イ ズ反射が と き ど

き強 く なる

1. タ ン ク のマ ッ ピングを行 う

→ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

2. " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ " ； プロセス

コ ンデシ ョ ン （004） を " ｱﾚﾀ 

ｴｷﾒﾝ " ； 荒れた液面または

" ｶｸﾊﾝｷ ｼﾖｳ "；攪拌器使用に

設定する。

3. " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分

（058） を強める

4. 向き を 適化する （79 ペー

ジを参照）

5. 必要な ら、 よ り 適し た取付位

置かつ / またはよ り 大きいア

ンテナを選択する

投入 / 払出時、" 測
定値が下方にジャ
ンプする 

L00-FMR2xxxx-19-00-00-en-017

複合ノ イ ズ反射 はい → 1. " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状

（002） をチェ ッ クする、 例え

ば " ﾄﾞｰﾑｶﾞﾀ ﾃﾝｼﾞｮｳ "； ドーム

型天井、 または " ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ；

枕タ ン ク

2. " ｳｴｶﾞﾜ ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ "；上側不感

知距離 （059） の範囲で、 反

射が検出されない → こ の値

を適合させる

3. できれば、 設置位置を中央に

し ない

4. できれば、 内筒管を使用する

E 641（エコーロ
スト）

L00-FMR2xxxx-19-00-00-en-018

液面反射が弱すぎ る。

可能性のあ る原因 ：

• 投入 / 払出中のた

め液面が荒れてい

る

• 攪拌器が動作中

• 気泡

はい → 1. アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータ

（002）、 （003）、 （004） を

チェ ッ クする

2. 取付け位置を 適化する

（79 ページを参照）

3. 必要な ら、 よ り 適し た取付位

置かつ / またはよ り 大きいア

ンテナを選択する
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9.4 粉体でのアプ リ ケーシ ョ ンエラー

エラー 出力 可能性のある原因 対策

警告またはアラー
ムが発生した。

設定によ って異な る  エラー メ ッ セージの

表を参照 （73 ページ

を参照）

 

1. エラー メ ッ セージの表を参照

（73 ページを参照）

" ĝĖġĐğ "；測定値
（00）が正しくな
い

L00-FMR250xx-19-00-00-en-019

計測距離 （008） は正

しいか ?

はい → 1. " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空調整 （005）

と " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ "；満タ ン調

整 （006） をチェ ッ クする。

2. " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； リ ニア ラ イ

ゼーシ ョ ンをチェ ッ クする ：

→ " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ "；レベル /

アレージ （040）

→ "max. ｽｹｰﾙ " ； 大ス

ケール （046）

→ テーブルをチェ ッ クする

いいえ ↓
ノ イ ズ反射が検出さ

れた可能性があ る。

はい → 1. タ ン ク のマ ッ ピングを行 う

→ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

投入 / 払出時に測
定値に変化なし

L00-FMR250xx-19-00-00-en-014

設備、 ノ ズル、 また

はアンテナの付着物

からの ノ イ ズ反射

1. タ ン ク のマ ッ ピングを行 う

→ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

2. 必要なら 、 アンテナを よ り

適し た測定対象物表面に向

ける ために（ ノ イ ズ反射の

回避）、 ト ッ プタ ーゲッ ト ポ

ジショ ナを 使用する

（79 ページを参照）

3. 必要な ら、 アンテナを洗浄す

る

4. 必要な ら、 も っ と適し た取 り

付け位置を選択する
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エラー 出力 可能性のある原因 対策

投入または払出
中、測定値が散発
的に高いレベルに
ジャンプする

L00-FMR250xx-19-00-00-en-015

信号が弱 く なる （例

えば、 表面の流動化、

極端な粉塵の形成の

ため） - ノ イ ズ反射

が と き ど き強 く な る

1. タ ン ク のマ ッ ピングを行 う

→ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

2. " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分

（058） を強める

3. 向き を 適化する （79 ペー

ジを参照）

4. 必要な ら、 よ り 適し た取付位

置かつ / またはよ り 大きいア

ンテナを選択する

E 641（エコーロ
スト）

L00-FMR250xx-19-00-00-en-018

粉面反射が弱すぎ る。

可能性のあ る原因 ：

• 表面の流動化

• 極端な粉塵の形成

• 安息角

はい → 1. アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータ

（00A）、 （00B）、 （00C） を

チェ ッ クする

2. 取付け位置を 適化する

（79 ページを参照）

3. 必要な ら、 よ り 適し た取付位

置かつ / またはよ り 大きいア

ンテナを選択する
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9.5 マイ ク ロパイ ロ ッ ト の設置方向

位置合わせのために、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト のフ ラ ンジまたはねじ込みボスにマーカーが付け られ
ています。 設置時には、 こ の向き を、 以下のよ う に合わせる必要があ り ます （10 ページを参照） ：
• タ ン ク ： 容器の内壁に向ける
• 内筒管 ： ス リ ッ ト に向ける
• 外筒管 ： タ ン ク接続部に対し て 90°

マイ ク ロパイ ロ ッ ト の設定後、 反射強度によ って、 十分な強度の測定信号が得られているかど う
かが確認でき ます。 必要に応じ て、後でこ の強度を 適化する こ と ができ ます。 またはその逆に、
ノ イ ズ反射の存在を利用し て向き を 適化する こ と によ って、 ノ イ ズ反射を 小化する こ と もで
き ます。 これによ り 、 その後のタ ン ク マ ッ ピングの際には、 ノ イ ズ反射のレベルを下げて、 測定
信号の強度を上げる こ と ができ ます。
以下の手順で進めます ：

# 注意 ! 
位置合わせを行 う と きは、 人体に危険がおよぶ可能性があ り ます。 プロセス接続のねじ または接
続自体を緩める前に、 タ ン ク内に圧力が加わっていないこ と、 有害物質が含まれていないこ と を
確認し て く ださい。

1. タ ン ク の底が覆われる程度に排出するのがも っ と も適し ています。 ただし、 タ ン クが空で
あって も、 位置合わせを行 う こ と はでき ます。

2. デ ィ スプレ イや ToF Tool の反射波形を利用する と、 も っ と も よい 適化が行われます。

3. フ ラ ンジまたはねじ込みボス を、 半回転だけ緩めます。

4. フ ラ ンジを 1 穴分回すか、ねじ込みボス を 8 分の 1 回転させます。 反射強度に注意し て く だ
さい。

5. 360° に達する まで回し続けます。

6. 適な取付け位置 ：

L00-FMRxxxxx-19-00-00-en-002

図 5 タ ン クには部分的に測定物が入っている、 ノ イズ反射な し

L00-FMRxxxxx-19-00-00-en-003

図 6 タ ン クには部分的に測定物が入っている、 ノ イズ反射あ り ：
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L00-FMRxxxxx-19-00-00-en-004

図 7 タ ン クは空、 ノ イズ反射な し

L00-FMRxxxxx-19-00-00-en-005

図 8 タ ン クは空、 ノ イズ反射あ り

7. フ ラ ンジまたはねじ込みボス を、 こ の位置に固定し ます。
必要な ら、 シールを交換し ます。

8. タ ン ク マ ッ ピングを行います。 58 ページを参照
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9.6 スペアパーツ

! 注意 ! 
スペアパーツは、 エン ド レ スハウザー社サービ スから直接注文する こ と ができ ます。 その際には
シ リ アル番号をお知らせ く ださい。シ リ アル番号は本装置の型式銘板に印刷されています（6 ペー
ジを参照）。 対応する スペアパーツ番号が、スペアパーツご と に示されています。 同梱されている
説明カード に交換手順が記載されています。

スペアパーツ マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR245、 配線 / 電子部品コ ンパー ト メ ン ト
一体型ハウジング F12

L00-FMR240xx-00-00-06-xx-001

ENDRESS+HAUSER

ENDRESS+HAUSER

MICROPILOT II

IP 65

Order Code:
Ser.-No.:

Messbereich
Measuring rangeU 16...36 V DC

4...20 mA

max. 20 m
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T >70°C :
A

t >85°C

1
2

3
4

Terminal

10 65

65

11

35

30

40

31

1212

50

55

50

65
20

65

65
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10 ハウジング - 取扱いは、エンドレスハウザー社サービスに限られます

11 端子 BOX カバー
52006026 F12/F23 端子 BOX カバー

52019062 F12/F23 端子 BOX カバー、 FHX40

12 セットビス
535720-9020 セ ッ ト ビ ス F12/T12/F23 ハウジング

20 カバー
52005936 F12/T12 アル ミ ニウ ムカバー、 窓、 O リ ング付き

517391-0011 F12/T12 アル ミ ニウ ムカバー、 コーテ ィ ング、 O リ ング付き

30 基板
71026754 基板 FMR24x/FMR250、 Ex、 HART、 v5.0

71026819 基板 FMR24x/FMR250、 Ex、 PA、 v5.0

71026820 基板 FMR24x/FMR250、 Ex、 FF、 v5.0

31 HF モジュール
71026572 用途 ： HF モジュール FMR24x、 26 GHz、 v5.0

バージ ョ ン ： uP III.5
ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン 5.0 以上の基板用
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR240/FMR244/FMR245

52024953 HF モジュール FMR24x、 FMR250、 26 GHz
バージ ョ ン ： uP III.3
用途 ： ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン 1.0 以上の基板用
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR250
用途 ： ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン 5.0 以上の基板用
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR24x、 ア ド バン ス ド ダ イナ ミ ッ ク ス

35 端子 / 電源基板
52006197 4 極端子、 2 線式 HART

52012156 4 極端子、 PROFIBUS PA、 FOUNDATION Fieldbus

52014817 4 極端子、 HART、
フ ェ ラ イ ト （F12）、 GL 海事認定

52014818 4 極端子、 PROFIBUS PA、 FOUNDATION Fieldbus
フ ェ ラ イ ト （F12）、 GL 海事認定

40 表示ディスプレイ
52026443 デ ィ スプレ イ VU331、 バージ ョ ン 2
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50 プロセス接続付きアンテナ部品は、ご希望により承ります。

55 保護カバー

65 シールキット
535720-9010 構成部品 ：

2 × パッ キン Pg13.5 FA
2 × O リ ング 17.0x2.0 EPDM
1 × O リ ング 49.21x3.53 EPDM
2 × O リ ング 17.12x2.62 FKM
1 × O リ ング 113.9x3.63 EPDM
1 × O リ ング 72.0x3.0 EPDM
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スペアパーツ マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR245、 配線 / 電子部品コ ンパー ト メ ン ト
分離型ハウジング T12

L00-FMR240xx-00-00-06-xx-002
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ENDRESS+HAUSER

MICROPILOT FMR

IP 65

Order Code:
Ser.-No.:

Messbereich
Measuring rangeU 16...36 V DC

4...20 mA

max. 20 m

T >70°C :
A

t >85°C

10

65

65
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30

35

40
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1212 20
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ENDRESS+HAUSER

65

65
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10 ハウジング - 取扱いは、エンドレスハウザー社サービスに限られます

11 端子 BOX カバー
52005643 T12/F23 端子 BOX カバー

12 セットビス
535720-9020 セ ッ ト ビ ス F12/T12/F23 ハウジング

20 カバー
52005936 F12/T12 アル ミ ニウ ムカバー、 窓、 O リ ング付き

517391-0011 F12/T12 アル ミ ニウ ムカバー、 コーテ ィ ング、 O リ ング付き

25 端子 BOX カバー
518710-0020 T3/T12 アル ミ ニウ ム製端子 BOX カバー、 コーテ ィ ング、 O リ ング付き

30 基板
71026754 基板 FMR24x/FMR250、 Ex、 HART、 v5.0

71026819 基板 FMR24x/FMR250、 Ex、 PA、 v5.0

71026820 基板 FMR24x/FMR250、 Ex、 FF、 v5.0

31 HF モジュール
71026572 用途 ： HF モジュール FMR24x、 26 GHz、 v5.0

バージ ョ ン ： uP III.5
ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン 5.0 以上の基板用
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR240/FMR244/FMR245

52024953 HF モジュール FMR24x、 FMR250、 26 GHz
バージ ョ ン ： uP III.3
用途 ： ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン 1.0 以上の基板用
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR250
用途 ： ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン 5.0 以上の基板用
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR24x、 ア ド バン ス ド ダ イナ ミ ッ ク ス

35 端子 / 電源基板
52013302 4 極端子、 2 線式、 HART、 EEx d

52013303 2 極端子、 2 線式、 PROFIBUS PA / FOUNDATION Fieldbus、
EEx d

52018949 4 極端子、 2 線式、 HART、 EEx d、 過電圧保護

52018950 4 極端子、 2 線式、 PROFIBUS PA / FOUNDATION Fieldbus、
EEx ia、 過電圧保護
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40 表示ディスプレイ
52026443 デ ィ スプレ イ VU331、 バージ ョ ン 2

50 プロセス接続付きアンテナ部品は、ご希望により承ります。

55 保護カバー

65 シールキット
535720-9010 構成部品 ：

2 × パッ キン Pg13.5 FA
2 × O リ ング 17.0x2.0 EPDM
1 × O リ ング 49.21x3.53 EPDM
2 × O リ ング 17.12x2.62 FKM
1 × O リ ング 113.9x3.63 EPDM
1 × O リ ング 72.0x3.0 EPDM
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スペアパーツ マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR245、 配線 / 電子部品コ ンパー ト メ ン ト
一体型ハウジング F23

ステンレスフィールドハウジングは、ご希望により承ります

! 注意 ! 
他のスペアパーツについては、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR245、 F12 ハウ ジングのページを参照
し て く ださい。

20 カバー
52018670 F23 カバー、 SUS 316L 相当、 のぞき窓、 O リ ング

52018671 F23 カバー、 SUS 316L 相当、 O リ ング
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9.7 返却

修理または校正のために変換器をエン ド レ スハウザー社に返却する前には、 以下の処置を行 う 必
要があ り ます ：
• 付着し ている残留物はすべて取 り 除いて く ださ い。 測定物が侵入する恐れのあ るパッ キンの隙

間と溝は、 よ く 確認し て く ださい。 測定物が、 腐食性、 毒性、 発癌性、 放射性があ る など、 健
康に対する リ ス ク を呈する場合には、 特に重要です。

• "安全/洗浄確認依頼書"に記入の上、装置に添付し て く ださい（"安全/洗浄確認依頼書"の原紙
は、本説明書の巻頭にあ り ます）。 これによ り 、 エン ド レ スハウザー社では返品された装置を輸
送、 検査、 修理し ます。

• 必要に応じ て、 例えば EN 91/155/EEC1 に準拠し た安全データ シー ト など、 特別な説明書を同
梱し て く ださい。

さ らに以下について も明記し て く ださい ：
• アプ リ ケーシ ョ ンの正確な記述。
• 測定物の化学的および物理的特性。
• 発生し たエラーについての簡単な説明 （できれば、 エラーコード を明記）
• 必要な ら、 エラーコード を示す。

9.8 廃棄

廃棄時は、 材質が合致する よ う に、 異なる構成部品を分別し て く ださい。

9.9 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアへの変更 関連文書 

12.2000 01.01.00 オ リ ジナルの ソ フ ト ウ ェア

操作手段 ：

- ToF Tool （バージ ョ ン 1.5 以上）

- Commuwin II （バージ ョ ン 2.07-3 以上）

- HART コ ミ ュ ニケータ DXR275

（OS 4.6 以上） Rev. 1、 DD 1

BA221F/00/en/01.01

52006323

05.2002

03.2003

01.02.00

01.02.02

• 機能グループ ： 反射波形表示

• カ タ カナ （日本語）

• 電流ターンダウ ン （HART のみ）

• カス タマー･タ ン ク･マ ッ ピングを編集

可能

• アンテナ伸長パーツ FAR10 の長さ を

直接入力可能

操作手段 ：

- ToF Tool （バージ ョ ン 3.1 以上）

- Commuwin II （バージ ョ ン 2.08-1 以上）

- HART コ ミ ュ ニケータ DXR375 

- Rev. 1、 DD 1

BA221F/00/en/03.03

52006323

01.2005 01.02.04 機能 " エコーロ ス ト " の改良

03.2006 01.04.00 • 機能 ： 検出ウ ィ ン ド ウ

操作手段 ：

- ToF Tool （バージ ョ ン 4.2 以上）

- FieldCare （バージ ョ ン 2.02.00）

- HART コ ミ ュ ニケータ DXR375 

- Rev. 1、 DD 1

BA221F/00/en/12.05

52006322

10.2006 01.05.00 ア ド バン ス ド ダ イナ ミ ッ ク ス仕様 HF 

モジ ュールのサポー ト

• 機能 ： 測定物タ イプ

BA291F/00/en/08.06

71030727
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9.10 エン ド レスハウザー社への問い合わせア ド レス

問い合わせア ド レ スについては、 ホームページ "www.endress.com/worldwide" を参照し て く だ さ
い。 ご質問については、 エン ド レ スハウザー社の各サービ スに遠慮な く お問い合わせ く ださ い。



技術データ マイ ク ロパイ ロ ッ ト M FMR 245  HART/4 ～ 20 mA

90 エン ド レスハウザー ジ ャパン

10 技術データ

10.1 追加の技術データ

10.1.1 入力

計測値 測定値は、 基準点と反射面 （すなわち測定物表面） の間の距離です。
レベル値は、 入力し た タ ン ク の高さに基づいて計算されます。
レベルは、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンで他の単位 （体積、 質量） に変換する こ と ができ ます。

オペレーテ ィ ング周波数 • FMR245 ： K バン ド

変換器のパルスは統計的にコード化されるため、同じ タ ン クに 大 8 台のマイ ク ロパイ ロ ッ ト  M
変換器を設置する こ と ができ ます。

信号出力 ビーム方向の平均エネルギー密度 ：

10.1.2 出力

出力信号 4 ～ 20 mA （HART プロ ト コル）

アラーム信号 エラー情報には、 以下のイ ン ターフ ェースによ り 確認でき ます ：
• 本体表示デ ィ スプレ イ ：

- エラーシンボル （37 ページを参照）
- テキス ト 表示

• 電流出力
• デジ タルイ ン ターフ ェース

リ ニアラ イゼーシ ョ ン マ イ ク ロパイ ロ ッ ト  M の リ ニア ラ イゼーシ ョ ン機能を使用する と、 測定値を、 長さ または体積
の任意の単位に変換する こ と ができ ます。 シ リ ンダータ ン ク でこの値を計算する ための リ ニア ラ
イゼーシ ョ ンテーブルが、 事前にプロ グ ラ ム されています。 ほかのテーブル （ 大 32 組の値が
入る） には、 手動または半自動的で入力する こ と ができ ます。

距離 平均エネルギー密度

最大測定レンジ = 40 m 最大測定レンジ = 70 m

1 m < 12 nW/cm2 < 64 nW/cm2

5 m < 0.4 nW/cm2 < 2.5 nW/cm2
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10.1.3 外部電源

HART リ ッ プル 47 ～ 125 Hz ： Uss = 200 mV （500 Ω 時）

HART 最大ノ イズ 500 Hz ～ 10 kHz ： Ueff = 2.2 mV （500 時 Ω）

10.1.4 性能特性

リ フ ァ レンス動作条件 • 温度 = +20 ℃± 5 ℃
• 圧力 = 101.3 MPa （絶対圧） ± 2 kPa
• 相対湿度 （空気） = 65 % ± 20%
• 理想状態の反射体
• 信号ビーム内に大き な ノ イ ズ反射が存在し ない

最大計測誤差 リ フ ァ レン ス条件下における代表値 （ リ ニア リ テ ィ 、 再現性、 ヒ ステ リ シス を含む） ：

FMR240、FMR244、FMR245：
• 最大測定レンジ = 70 m ではない場合

- 1 m まで ： ± 10 mm
• 大測定レ ンジ = 40 m の場合

- 10 m まで ： ± 3 mm 
- 10 m 以上 ： 測定レ ンジの ± 0.03 %

• 大測定レ ンジ = 70 m の場合
- 1 m まで ： ± 30 mm 
- 1 m 以上 ： ± 15 mm または 測定レ ンジの 0.04 % のいずれか大きい方

分解能 デジ タル / アナロ グ 4 ～ 20 mA （%）
• FMR 245 ： 1mm / 測定レ ンジの 0.03 %

応答時間 応答時間は、 パラ メ ータ設定に依存し ます （ 速 1 秒） 。 レベル変化が速い場合は、 新しい値を
表示する までの間、 機器は応答時間を必要と し ます。

周囲温度の影響 測定は、 EN61298-3 に準拠し て行われます ：
• デジ タル出力 （HART, PROFIBUS PA, FOUNDATION Fieldbus） :

- FMR 24x
アベレージ Tk: 2 mm/10 K、 大 5 mm （機器周辺温度 -40 ℃～ +80 ℃）

• 電流出力 （追加誤差、 スパン 16 mA に対し て） :
- ゼロ点 （4 mA）

アベレージ Tk: 0.03 %/10 K、 大 0.45 % （機器周辺温度 -40 ℃～ +80 ℃）
- スパン （20 mA）

アベレージ Tk: 0.09 %/10 K、 大 0.95 % （機器周辺温度 -40 ℃～ +80 ℃）

気相の影響 高圧では、液面よ り 上の気相･蒸気相における測定信号の伝搬速度が低減し ます。 こ の影響は、気
体 / 蒸気に依存し、 特に低温時に大き く な り ます。 この結果、 本装置のゼロ点 （フ ラ ンジ） と測
定対象物表面の間の距離が大き く なるほど測定誤差が大き く な り ます。 以下の表は、 典型的な気
体 / 蒸気に対し て測定された誤差を示し ています （距離に対する誤差 ； 正の値は、 実際の距離よ
り も測定値が大き く 測定された こ と を意味し ます） ： 

気相 温度 圧力

℃ 100 kPa 1 MPa 5 MPa 10 MPa 16 MPa

空気

窒素

20 0.00 % 0.22 % 1.2 % 2.4 % 3.89 %

200 -0.01 % 0.13 % 0.74 % 1.5 % 2.42 %

400 -0.02 % 0.08 % 0.52 % 1.1 % 1.70 %

水素 20 -0.01 % 0.10 % 0.61 % 1.2 % 2.00 %

200 -0.02 % 0.05 % 0.37 % 0.76 % 1.23 %

400 -0.02 % 0.03 % 0.25 % 0.53 % 0.86 %
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注意 !
圧力が既知で、 かつ一定の場合は、 この測定誤差を リ ニア ラ イゼーシ ョ ンなどで補償する こ と が
でき ます。

10.1.5 動作条件 ： 環境

周囲温度 変換器の周囲温度 ： -40 ℃ ～ +80 ℃、 -50 ℃はお問い合わせ く ださい。
LCD デ ィ スプレ イの機能は、 温度 Ta<-20 ℃ および Ta>+60 ℃では制限される こ と があ り ます。
本装置が直射日光にさ ら される場合は、 日よ けカバーをご使用 く ださい。

保管温度 -40 ℃ ... +80 ℃、 -50 ℃はお問い合わせ く ださい。

気候ク ラス DIN EN 60068-2-38 （test Z/AD）

耐振動性 DIN EN 60068-2-64 / IEC 68-2-64 ： 20 ～ 2000 Hz、 1 （m/s2） 2/Hz

アンテナの洗浄 アンテナは、 用途によ って汚れる 場合があり ま す。 終的には、 マイ ク ロ 波の放射と 受信が妨げら
れる 可能性があり ま す。 誤差を引き 起こ す汚れ度合いは、 測定物と 、 主に比誘電率 εr によ って決
ま る 反射性に依存し ま す。 測定物が汚れと 付着を引き 起こ す傾向にある 場合は、 定期的に洗浄する
よ う お勧めし ま す。 機械的洗浄、 ま たはホース を使用し た洗浄（ 終的には洗浄液の接続） 際は、
アンテナを損傷し ないよ う 気をつける 必要があり ま す。 洗浄剤を使用する 場合は、 材質適合性を考
慮する 必要があり ま す。
フ ラ ンジでの 高許容温度を超過し ないよ う にし て く ださい。

電磁適合性 • 電磁適合性は EN 61326 および NAMUR 推奨 EMC （NE21） に従 う 。 詳細は適合宣言を参照し て
く ださい。

• アナロ グ信号を使用する場合は、 標準の設置ケーブルで十分です。 重畳通信信号 （HART） で
操作する場合は、 シール ド ケーブルを使用し て く ださ い。

気相 温度 圧力

℃ 100 kPa 1 MPa 5 MPa 10 MPa 16 MPa

飽和水蒸気

100 0.20 % - - - -

180 - 2.1 % - - -

263 - - 8.6 % - -

310 - - - 22 % -

364 - - - - 41.8 %



マイ ク ロパイ ロ ッ ト M FMR 245  HART/4 ～ 20 mA 技術データ

エン ド レスハウザー ジャパン 93

10.1.6 動作条件 ： プロセス

比誘電率 • 内筒管 ： εr ≥ 1.4
• フ リ ースペース ： εr ≥ 1.9

10.1.7 機械的な構成

重量 • F12/T12 ハウ ジング ： 約 4 kg + フ ラ ンジの重量
• F23 ハウジング ： 約 7.4 kg + フ ラ ンジの重量

10.1.8 認証と認定

CE マーク こ の測定システムは、 EC ガ イ ド ラ イ ンの法的要件を満た し ています。 エン ド レ スハウザー社は
CE マーク添付によ って、 本装置が必要な試験に合格し ている こ と を保証し ています。

RF 認定 R&TTE、 FCC

オーバースピルプロテ ク
シ ョ ン保護

ド イ ツ WHG、 ZE 244F を参照。
SIL 2、 SD 150F " 機能安全マニュ アル " を参照。

その他の規格と
ガイ ド ラ イ ン 

EN 60529
ハウジングの保護等級 （IP コード）

EN 61010
測定、 制御、 規制、 およびラ ボ用電気機器に関する安全規制。

EN 61326
エ ミ ッ シ ョ ン （装備等級 B）、 適合性 （付録 A - 工業エ リ ア）

NAMUR
化学工業 計測 ・ 制御基準委員会

防爆認定 XA 103F
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR 2xx の設置 （F12 / PTFE アンテナ、 非導電性 / Ex ia IIC T6）
PTB 00 ATEX 2117 X、 装置マーク ： （II 1/2 G）

アンテナのタイプ シール 温度 圧力 接液部

FMR245 3、4 標準

PTFE 被膜

な し -40 ℃～ +200 ℃ -0.1 ～ 1.6 MPa PTFE （TFM1600、

FDA 認定材）1) 2)

1) 3A、 EHEDG 認定 （ ト リ ク ラ ンププロセス接続）

2) USP Class VI 適合

↑

注文情報を参照 （6 ページ）
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XA 105F
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR 2xx の設置 （T12 / PTFE アンテナ、 非導電性 / Exd [ia] IIC T6）
PTB 00 ATEX 2117 X、 装置マーク ： （II 1/2 G）

XA 205F
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR 2xx の設置 （F23 / PTFE アンテナ、 非導電性 / Ex ia IIC T6）
PTB 00 ATEX 2117 X、 装置マーク ： （II 1/2 G）

XA 209F
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR 2xx の設置 （T12 過電圧保護付き / PTFE アンテナ、
非導電性 / Ex ia IIC T6） PTB 00 ATEX 2117 X、 装置マーク ： （II 1/2 G）

XA 233F
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR 2xx の設置 （Ex nA IIC T6）
PTB 00 ATEX 2117 X、 装置マーク ： （II 3 G）

XA 277F
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR 2xx の設置 （Ex ia IIC T6）
PTB 00 ATEX 2117 X、 装置マーク ： （II 1/2 G、 II 3 D）

海事認定 GL （Germanisch Lloyd）、 ABS、 NK
- HART、 PROFIBUS PA

- 高温アンテナは除 く

10.1.9 防爆に関する補足文書 ：

! 注意 ! 
この補足文書については、 製品ページ www.endress.com を参照し て く ださい。

防爆に関する補足文書 • 技術仕様書 （TI345F）
• 機能説明書 （BA291F）
• 安全マニュ アル " 機能安全マニュ アル " （SD150F）。
• 証明書 " ド イ ツ WHG" （ZE244F）。
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11 付録

11.1 操作メ ニュー HART

L00-FMR250xx-19-00-01-en-536

-10% 3.6mA

No.

4mA 20mA

DC: < 1.9
DC: 1.9 … 4
DC: 4 … 10
DC: > 10

DC: 1.6 ... 1.9
DC: 1.9 … 2.5
DC: 2.5 … 4

…

”

011



マイ ク ロパイ ロ ッ ト M FMR 245  HART/4 ～ 20 mA 付録

エン ド レスハウザー ジャパン 97

L00-FMR250xx-19-00-02-en-536
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11.2 機能の説明

! 注意 ! 
機能グループ、 機能、 およびパラ メ ータの詳細な説明については、 BA291F " マイ ク ロパイ ロ ッ
ト  M 機能説明書 " を参照し て く ださい。
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11.3 機能と システム設計

11.3.1 機能 （測定原理）

マイ ク ロパイ ロ ッ ト は、 “下方向” の計測システムで、 Time of Flight 方式によ って計測されます。
マイ ク ロパイ ロ ッ ト は、 リ フ ァ レ ン スポイ ン ト （プロセス接続） から測定対象物表面までの距離
を測定し ます。 レーダ イ ンパルスが、アンテナから放射され、測定対象物表面に反射し、再びレー
ダシステムによ って受信されます。

L00-FMR2xxxx-15-00-00-en-001

入力

反射し たレーダ イ ンパルスは、 アンテナに受信され、 電子部品に送られます。 マイ ク ロプロセ ッ
サが、 信号を評価し、 レーダ イ ンパルスの反射によ って生じ た液面反射を示し ます。 多年にわた
る Time of Flight テ ク ノ ロ ジの経験に基づいた、 PulseMaster ソ フ ト ウ ェ アによ り 、 明瞭な信号識
別を実現し ます。
マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M の ミ リ 精度は、 PulseMaster ソ フ ト ウ ェ アの特許アルゴ リ ズムによ って実
現されます。
測定対象物表面の距離 D は、 イ ンパルスの飛行時間に比例し ます ：

D = c ・ t/2、
こ こ で c は光の速度。

既知の調整時の 0 % に基づいて、 レベル L が計算されます ：

L = E － D

基準点 "E" については、 上図を参照し て く ださい。

マイ ク ロパイ ロ ッ ト には、 ノ イ ズ反射を抑制する機能が備わっています。 ユーザはこれらの機能
を活用する こ と ができ ます。 この機能を用いる と、 ノ イ ズ反射 （すなわちエ ッ ジや溶接継ぎ目か
らの反射） が、 液面反射と し て解釈されな く な り ます。

½” ½”
½
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出力

マイ ク ロパイ ロ ッ ト は、 空時の距離 E （= ゼロ）、 満タ ン時の距離 F （= スパン）、 およびアプ リ
ケーシ ョ ンパラ メ ータ を入力する こ と に よ って設定さ れます。 アプ リ ケーシ ョ ンパ ラ メ ータ に
よ って、 本装置はプロセス条件に自動的に適合されます。 基準点 "E" と  "F" は、 電流出力付きの
装置の 4mA と  20mA に対応し ます。 これらは、 デジタル出力 と表示モジュールの 0 % と  100 % に
対応し ます。
リ ニア ラ イゼーシ ョ ン （ 大 32 点） は、 マニュ アルまたは半自動で入力し た表に基づいてお り 、
機器本体または リ モー ト で有効にする こ と ができ ます。 この機能によ って、 エンジニア リ ングで
使用する単位での測定 と、 球形タ ン ク、 枕タ ン ク、 コ ニカル形状排出部付きのタ ン ク について、
指定の単位で出力が可能にな り ます。

11.3.2 システム構成

機器単体での使用

マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M は、 フ リ ースペースだけでな く 、 内筒管 / 外筒管での測定にも使用する
こ と ができ ます。
本装置は、 HART プロ ト コルによ る 4 ～ 20 mA 出力、 PROFIBUS-PA、 Foundation Fieldbus の各通
信が可能です。

HART プロ ト コルによる 4 ～ 20 mA 出力

測定システム全体の構成 ：

L00-FMxxxxxx-14-00-06-en-008

HART 通信抵抗が電源ユニ ッ ト に内蔵されていない場合は、通信抵抗 250 Ω を 2 線式ラ イ ンに挿
入する必要があ り ます。
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機器本体での操作

• 本体操作デ ィ スプレ イモジュール VU 331 によ る操作、
• パーソナルコ ンピ ュータ と FXA 193 と操作ソ フ ト ウ ェア ToF Tool によ る操作。

ToF Tool は、 エン ド レ スハウザー社製の装置のためのグ ラ フ ィ ッ ク操作ソ フ ト ウ ェアです。
これは、 Time of Flight テ ク ノ ロ ジに基づいて動作し ます （レーダ、 超音波、 ガイ ド レーダ）。 
こ のソ フ ト ウ ェ アは、設定、データ取得、信号解析、測定ポイ ン ト の設定の文書化に役立ちます。

遠隔操作

• HART ハン ドヘル ド ター ミ ナル DXR 275 によ る操作、
• パーソナルコ ンピ ュータ と コ ミ ュボ ッ ク ス FXA 191 と操作ソ フ ト ウ ェア COMMUWIN II / ToF

Tool によ る操作。

11.3.3 特許

本製品は、 下記に一覧表示されている特許の少な く と も １ つによ って保護されています。
その他の特許は係属中です。

• 米国特許第 5,387,918 欧州特許第 0 535 196 号
• 米国特許第 5,689,265 欧州特許第 0 626 063 号
• 米国特許第 5,659,321 号 
• 米国特許第 5,614,911 欧州特許第 0 670 048 号
• 米国特許第 5,594,449 欧州特許第 0 676 037 号
• 米国特許第 6,047,598 号 
• 米国特許第 5,880,698 号 
• 米国特許第 5,926,152 号 
• 米国特許第 5,969,666 号 
• 米国特許第 5,948,979 号 
• 米国特許第 6,054,946 号 
• 米国特許第 6,087,978 号 
• 米国特許第 6,014,100 号 
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●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

12.11 / マーコムグループ

■仙台サービス
〒 981-3125 仙台市泉区みずほ台 12-5

Tel. 022(371)2511　Fax. 022(371)2514

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464
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